
21

皿．調　査　結　果
Forschungsergebnisse

A自然植生NatUrliche　Vege亡ation

　人類の生活活動の影響が，地球生態系にまで及んでいる今日では，わが国はもちろん地上には

厳密な意味での自然植生（原植生）はほとんど残されていないといわれている。植物群落は何ら

かの原因で破壊されると直後に二次遷移が進行し，個々の立地環境に応じた潜在自然植生に到達

する。入為的影響を受けずに極相に達した終局群落を自然植生という。気候，地形，土壌などの

立地条件とつりあって生育している自然植生は，その生育環境の総和であり，最も安定した立地

状態を示している。

　調査地域周辺にはコメツガ林，シラビソ林，アスナロ林，ブナ林などコケモモートウヒクラス

域，ブナクラス域の自然植生が広く残されている。今回の群落区：分では，これらの品分のほか，

風衝植生などの地形的持続群落も自然植生として扱われている。

　D　コケモモートウヒクラス域（亜高山帯）

　　　Vaccinio－Piceetea”Gebieも（SubalpineS磁fe）

　日留賀岳，長者岳，鹿又岳，男鹿岳など海抜2，000mを越える山々の山頂付近一帯は，コメツ

ガ，シラビソ，オオシラビソなどの針葉樹の優占する亜高山針葉樹林帯となっており，植生学的

にコケモモートウヒクラス域にまとめられている。コケモモートウヒクラス域は，中部山誘地帯

では海抜約！，700mが下限となっているが，塩原地方では海抜1，500mであり，緯度が高くなる

につれて下限高度は低くなる。

　コケモモートウヒクラス域は冬季の積雪，季節風の卓越など気候的に厳しい環境であり，高木

層，亜高木層を構成する樹種は，シラビソ，オオシラビソ，コメツガ，クロベ，アスナロ，ダケ

カンバ，ネコシデなどで，ブナクラス域と比較して種組成的に感化している。

a・森林植生Waldgese11schaften

　1。　シラビソーオオシラビソ群集

　　　Ab玉e也etum　veitch1o・mades玉i　Maede1958（Taも．2）

　シラビソーオオシラビソ群集はわが圏のコケモモートウヒクラス域に広い生育域を持つ常緑針

葉樹林である。高木層にはオオシラビソあるいはコメツガが優嘉し，シラビソが混生している。

亜高木層の植被率は20～30％と低く，オオシラビソ，コメツガ，シラビソのほか，夏緑広葉樹の

ダケカンバ，ネコシデが生育している。低木層には，オオシラビソ，コメツガなど針葉樹の幼樹

のほか，バクサンシャクナゲ，コヨウラクツツジ，アズマシャクナゲなどのツツジ科低木類，オ
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Fig．4　シラビソーオオシラビソ群集の林内相観（鹿又岳海抜！，690　m）。

　　　　ImlnnerendesAbietetum　veitchio－mariesil
　　　　（Klanomatadake　1，690　m廿．　NN）．

オカメノキ，ナナカマド，コシアブラなどのブナクラスの夏緑広葉樹も生育している。草本層に

はマイヅルソウ，カニコウモリ，コミヤマカタバミ，ハリブキ，ツルツゲ，ゴゼンタチバナや，

シラネワラビ，シノブカグマ，ヤマソテツ，トウゲシバなどのシダ植物が生育している。林床を

被うコヶ層はコヶモモートウヒクラス域を指標するものである。植被率は5～90％と植分による

差が大きいが，タチハイゴケ，イワダレゴケ，チシマシッポゴケ，セイタカスギゴケ，カガミゴ

ケ，オオスギゴケなどが生育しており，良く発達した植分ではカーペット状に林床を被っている。

平均出現種類は38種を数える。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23

　シラビソ，オオシラビソなど亜高山生針葉樹は，樹命が尽きて枯木となることは少なく，台風

などの強風によって倒れ更新を繰り返している。倒木により生じた疎開穴Kluftにはシラビソ，

オオシラビソなどの幼樹と共にダケカンバ，ネコシデなど好陽性の夏緑広葉樹が侵入し，生長が

速いためシラビソ，オオシラビソよりも早く樹冠を形成する。また，倒木後ササ類が侵入すると

ササ草原となり，持続群落を形成する。倒木が広い面積に及ぶ場合にはダケカンバ林となり，尾

根などの風衝の強い所ではササ草原となる。したがって，シラビソーオオシラビソ群集域は，シ

ラビソ，オオシラビソ，ダケカンバなどの混生する針広混交林とダケカンバ林，ササ草原が羅紋

状に生育する景観となることが多い（Fig．5）。

　シラビソーオオシラビソ群集は，オオシラビソ，カニコウモリ，コミヤマカタバミ，シラネワ

ラビ，ミネカエデ，ハリブキ，ミヤマカンスゲ，ゴヨウイチゴなどを騒騒種および区分種として

区分される。シラビソーオオシラビソ林については，裏日本などのシラビソ，トウヒを欠く植分

をオオシラビソ群集とし，表日本のシラビソ，トウヒを伴う懇懇をシラビソ群集とする2つの地

域群集に分け，これらをまとめてシラビソーオオシラビソ群集群として総括する提案もある（宮

脇・大場・奥田　！969）。今回植生調査された植分は，トウヒを欠くがシラビソを伴っておりシ

ラビソ群集とオオシラビソ群集の接点に位置するものと考えられ，どちらの群集にも所属させが

　　　　　　　　　　　　　　　　憲灘’

Fig．5　チシマザサーダケカンバ群落とモザイク状に生育しているシラビソーオオシラ

　　　　ビソ群集（鹿又岳，海抜1，700m付近）。

　Abietetum　veitchlo．mariesii　mit5α∫α々κノ・躍θノ～5∫∫，B6劾Zαθノ・〃zαノzだ一Gnsllschaft

　（Kanomatadake　l，700鵜　廿，　NN）．
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たい。また，宮脇ら（1969）のシラビソ群集は組成表が示されておらず種組成が不明のため，

シラビソ，オオシラビソ両鐙を伴うシラビソーオ・オシラビン群集Abietetum　veitchio－

mariesii　Maeda1958にまとめられた。

　シラビソーオオシラビソ群集は，日留賀岳，長者岳，鹿又岳，男鹿岳などの海抜！，500m以上

に広く生育しており，コケモモートウヒクラス域における塩那道路沿線の主要な景観要素となっ

ている。

　2。　コメツガ群落

　　　劉Sπσα♂ε0θr8ε’0伽・Gesellscka蚕t

　シラビソーオオシラビソ群集に接した尾根部には，高さ10m前後のコメツガが優占して生育し

ている。このコメツガ優占林はオオシラビソをはじめとして，シラビソーオオシうどソ群集の区

分種群を伴わず，シラビソも低難度で稀に生育するにすぎない。特別の区分種は見出せず，シラ

ビソートウヒ群団の典型部の植分であるが，今回はコメツガ群落としてまとめておく。

　コメツガ群落はコケ層を含めた5層構造をとっており，高木層にコメツガが優占するほかダケ

カンバが混生する植分もみられる。低木層はシラビソーオオシラビソ群集と種組成的な大差はみ

られないが，ヤマダルマの三度が高い。シロヤシオ，ボツツジ，コメツツジなどのツツジ科低：木

が生育している。草本層はシノブカグマ，タケシマラン，コミネカエデ，サラサドウダン，ゴゼ

謎． 適応1

嶋脇

．鰹

Fig．6　尾根筋に発達するアカミノイヌツゲークロベ群集（海抜1，100　m付近）。

Aufde貧R蓬ckenentw｝ckeltes　I1まci・Thu切etuπ1　stand皇曲ii（1，100m鋲．NN）．
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ンタチバナなどが生育しているが，シラビソーオオシラビソ群集に生育しているカニコウモリ，

コミヤマカタバミ，シラネワラビ，ヤマソテツなどを欠いている。

　シラビソ，オオシラビソ，トウヒを欠くコメツガ林は長野県からコヨウラクツツジーコメツが

群落として報告されている（宮脇他　1979）。どちらの群落も母岩の露出した尾根上不安定立地

に生育しており，立地的にはアカミノイヌツゲークロベ群集の立地と近似している。コメツガは

シラビソ，オオシラビソよりも岩角地に良く耐え，土地的極相を形成する。コメツガ群落は岩角

地の極相林であるアカミノイヌツゲークロベ群集の断片的な植分，あるいは遷移段階の異なった

一分とも考えられる。

　3．　アカミノイヌツゲークロベ群集

　　　Il三ci・Th疑jetum　s重and圭shii　M：iyawakietal．1968（Tab．3）

　コメツガ群落のように，ブナクラス域上部からコケモモートウヒクラス域の岩角地やせ昆根で

はコメツガが優曝することが多い。アカミノイヌツゲークロベ群集は，クロベ，ムラサキヤシオ，

アカミノイヌツゲ，ツルシキミなどを標徴種，区分種としてまとめられるコメツガ優占林である。

高木層にはコメツガの他アスナロが優占する欝欝もある。亜高木層，低木層にはコメツガ，アス

纒．

1灘

Fig．7稜線に生育するアカミノイヌツゲークロベ群集ハイマツファシス（日留賀岳，

　　　海抜L800m）。

AufdensanftenR廿ckenwachsendes　Ilici－Thuletum　standishii，　Fazies　vo亘

pinus　pumila（Hirgatake1800m廿。NN）．
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Lfd．　Nr．：

Feld．Nr∴

　　Tab．4　アカミノイヌツゲークロベ群集ハイマツファシス

Ilici－Thuletum　staadishii，Fazies　von　Pinus　pu皿ila

H6he廿．　Meer（m）＝

Exposition：

Neigung　（o）二

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）；

H6he　d．　Strauchsch1cht　（m）：

Deckung　d．　S亡rauchschichε（％）：

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Deckung　d．　M・osschich亡（％）：

Artenzahl：

通し番号
調査番号

海　抜　四
方　　　　．位

傾　　　　斜

調査面積
低木層の高さ
低木層の植被率

草本暦の高さ

草本層の植被率

コケ層の植被率

出現回数
Trennart　d．　Faz玉eS　l

　Pどπz‘5μ〃’μα

Trennart　d．　Ass．；

　1磁∫z49β1¶・観var．ゐノ86ψθ4醐α面孟6

Arten　d．　h6heren　Einheiten＝

男’0‘ゐ0ぬ〃か0ηαプα”of漉5

　RIZO40げ6ノ～凶『0πうノ8αC1り℃αψε〃η

　R／置04伽妙～4’‘oアz〃～6”6η～～‘’1漉vaLρ8ノ～’8〃z6ノ”πηz

Begleiter：

　3α∫αんμ1一だεノ～5∫∫

　メ製。8プη♂∫‘rαノ彫んπ1π

　男層∫μ81なyg々‘〃ρ層896臨

ファシス区分種

　ハイマツ

群集区分種

　アカミノイヌツゲ

上級単位の種

　ヤマダルマ

　バクサンシャクナゲ

　アズマシャクナゲ

随伴種
　チシマザサ

　　　　　へ　　コミ不運エア

　　　　　クPツル

S

S

K：

　S
　K
S，旦

S，旦

S

S

S

K

1　　2　　3

SA　SA　SA
　6　　68　　8

1800　】．820　1800

NE　SE　－
　5　　10　　0

40　　30　　80

　2　　2　　2

90　85　　90
0．6　 0．3　 0．1

20　　5　　5
30　　－　　5G

19　　6　　14

Moose　u．　Fiechten；

DがCノーα濯〃μんα〃’乙405己〃ノみ

Bプα‘んツ彦加。ガz〃π5‘α1橋。’

理y少ノ～～〃πμ∫6α孟τ‘ZZf〃占

坊Zooo〃～～～耀砂／8／z漉ノ25

B1・0オんβ1・8μα1～8η0／z毎

Bブαご1り｝孟1z8cゴz‘〃乙ゐノ”o〃L6ブ∫

蘇苔地衣類

　カギカモジゴケ

ミヤマチリメソゴケ

イワダレゴケ

カガミゴケ

アラバヒツジゴケ

M
M
M
M
M
M

5・4　　3・3　　5●4

・　　2・3　1・2

！・2　十・2　　。

2。2　　1●2　　2．3

2●2　　1。2　　十●2

1・2　土　1・2

1・2　一土　2σ2

2・2

十

1・2

十

2・2

十

3。3

●

●

4・4

■

●

o

●

●

●

o

●

●

1・2

十

●

十

o

o

　■

！・2

十・2

十・2

出現1回の．種AuBerdem　le　einmal　in　Lfd．　NL　l：B8砲Zα8r1／zαη琵ダケカンバS一十，　V々‘6！癖z〃π5班αZ♂f∫

　オォバスノキK：一一ト・2，β8’‘‘～σ‘σ1y⑳♂如ネコシデK一＋，∠46げr’3漉。π05鰭　ミネカエデK一÷，

　D1ッ砂’6ノおαz‘5’パ㏄αシラネワラビK一十，　V歪：ゐ〃幽πε‘〃z　z〃‘ごθoZα孟‘〃1zvar，ρ’僧。α〃zう8／z5ミヤマシグレK：一

　十，Aアーαoん厩04e5〃襯‘∫ごαシノブカグマK一十，　Orchidaceae　sp，ラソ科の一種K：一十，　沁3：Chαノπα一

　θ6）4）α’廊。ゐ頗5αヒノキS一十，Eη葱α漉加‘3　cα〃ψα1zμZα蝕∫サラサドウダンS－1・1，501窃‘∫coη〃π耽如

　ナナカマドS一十．

調査地Lage　d．　Aufn。：Nr．1－3：Berg　Hirugatake日留賀田，

調査年月日　Datum　d．　Aufn．：Lfd．　Nr4，3：31．　Aug・！982，2；5　Sept・1982・
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Fig．8　コヶモモートウヒクラス域における塩那道路沿いの植生配分模式図

　　　　（海抜1，800m稜線付近）。

Schematische　Verteilung　der　Vegetatlon　entlang　der　Enna．StraBe　irn　Gebiet　der

Vaccinio－Piceetea（1，800m員．NNUmgebungderR荘cken）．

　　alアカミノイヌツゲークロベ群集ハイマツファシス　11ici－Thuletum

　　　standishii，FaziesvonPinuspumila
　b：道路法面Hang
　　Clヤマハハコ群落・4．π＠13αZ’5〃’αノ冨α1’露αご8α一Gesellschaft

　d：道路StraBe
　　e：ネコシデーヤハズハンノキ群落β凶’Zαco’っ，♂卿♂∫α一ノV／z榔ノ〃α顔〃1雌層αθ一

　　　Geseユ｝schaft

　　f：ナナカマドーミネザクラ群落50r6‘∬co〃1〃’f溜α一ハwz螂疵”oη～cα一

　　　Gesellschaft

ナロ，クロベ，シラビソ，コヨウラクツツジ，コミネカエデ，ダケカンバ，バクサンシャクナゲ，

アズマシャクナゲ，オオカメノキ，ヤマダルマなどが生育している。稜線の風衝地ではハイマツ

が優占すごるともある。草本層にはシノブカグマ，ヤマソテツ，トウゲシバなどのシダ植物や，

コメツガ，アスナロの幼樹，ミヤマシグレ，ツルツゲ，ツルシキミ，ツルリンドウ，マイヅルソ

ウ，ゴゼンタチバナ，タケシマランなどが生育している。チシマザサが優占する植分もみられる。

コケ層にはタチハイゴケ，ヂシマシッポゴケ，チャシッポゴケ，オオスギゴケなどが生育してい
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る。アカミノイヌツゲークロベ群集はコケ層も含めて，高さ2～16mの3～5層構造を形成して

いる。

　アカミノイヌツゲークロベ群集は長者岳や鹿又岳の海抜1，550～1，750m付近では高さ9～16m

の高木林である。しかし，日留賀岳の海抜1，800m付近の稜線上の風衝地では高さ21nの低木群

落となり，ハイマツが優均している（Fig．7，8）。このハイマツ低木林は高山帯；コマクサーイワ

ツメクサクラス域に生育しているハイマツ林（コケモモーハイマツ群集）と異なり，キバナシャ

クナゲ，ガンコウラン，タカネナナカマドなど高出生の種は生育しておらず，種組成的にハイマ

ツを除いてアカミノイヌツゲークロベ群集に含まれる。ハイマツが優占し，種組成的に貧化した

アカミノイヌツゲークロベ群集のハイマツファシスとしてとらえることができる。

　アカミノイヌツゲークロベ群集は，日本海側のクロベ林であり，岩風地，瘡尾根，湿原周縁部

など極端立地に生育している。その生育域はブナクラス域からコケモモートウヒクラス域におよ

んでいる。ブナクラス域ではブナクラスの種群が多く，ブナクラスに所属されることもある（宮

脇・大場・奥田・中山・藤原　1968，宮脇・大場・奥田　1969，大場　！973）。しかし，標微種

であるアカミノイヌツゲ，ツルツゲ，バクサンシャクナゲ，アズマシャクナゲなどはブナクラス

域の中庸立地には生育しない種であり，コケモモートウヒクラス域において高常今度で生育する

常緑広葉樹である。また，コメツガ，タケシマラン，マイヅルソウ，ミネカエデなどもコケモモ

ートウヒクラス域を中心に生育している種である。アカミノイヌツゲークロベ群集はブナクラス

域においては，環境のきびしいせき悪立地にコケモモートウヒクラス域から下降して生育してい

るものと考えるのが妥当である。したがって，アカミノイヌツゲークロベ群集はシャクナゲーク

ロベ群団，シラビソートウヒ増戸ダー，コケモモートウヒクラスに所属させたい。

　b．低木群落Geb廿schgesel玉sha歪ten

　4．　ナナカマドーミネザクラ群落

　　　80rうん8　00〃2〃認κ’α一．Prπππ8　πε」卿。πεoα．Gesellsckaft　（Tab．5）

　日留昏迷などコケモモートウヒクラス域の稜線には，高さ2～3mの風衝低木林が成立してい

る。この風衝低木林はミネザクラ，ナナカマド，クマイザサなどを区分種としてナナカマドーミ

ネザクラ群落にまとめられた。これらの種のほか，ヤマダルマ，ツルツゲ，バクサンシャクナゲ，

タケシマラソなどアカミノイヌツゲークロベ群集との共通種のほか，サラサドウダン，コミネ

細田デ，オオカメノキなどブナクラスの種壷が混生している。林床にはチシマザサが優嚇してい

る。ナナカマドーミネザクラ群落はアカミノイヌツゲークロベ群集ハイマツファシスと接してい

るが，より風衝の強い立地にアカミノイヌツゲークロベ群集ハイマツファシスが生育している。

また，ナナカマドーミネザクラ群落は下部の風背地ではシラビソーオオシラビソ群集に接してい

る。
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　　　　　　　　　　　　Tab．5　ナナカマドーミネザクラ群落

　　　　　　　　　　50ノわμ5‘70〃♂〃3’諾’α一jp1瀦πκ5／z’”o／zlcα一Geseilschaft

Feld－Nr．調査番号＝S－28，　H6he員．　Meer海抜高：1，700m，　Exposition　u．　Neigung方位。傾斜：N

EI5。，　Gr6Be　d．　Probeflache調査面積：4gm2，　H6he　u．　Deckund　d．　Strauchschicht低木層の高さと植

被率：3m，70弩，　H6he　u．　Deckung　d．　Krautschicht草本層の高さと植被率：0．8m，90％，　Artenzah1

出現1重数＝15SPP．

Trennarten　d．　Geseilschaft：

　　　　　　　　　群落区分種
　乃’％πμ∫吻功。π∫oα　　ミネザクラ

　301窃‘5ご。〃〃厩⑳α　　ナナカマド

　ハ売ノz蕩8∫如ρ8π顔η罐一α　コヨウラクツツジ

Arten己Fagetea　crenatae：
　　　　　　　　　ブナクラスの種
E／zん’α1～’1zz‘56α〃ψα1zz‘z砒‘5

　　　　　　　　　サラサドウダン
Aご8’”厩c1’αノ励躍ノ匹　　コミネカエデ

朽ゐ‘びππ那弄〃τ碗κ1ノ‘　オオカメノキ

1乃ψ8認♂αカα痂6雇α孟αホツツジ

S3・3

S2・2

S　十

S1・2

S1・2

S1・1

S　十

Begleiter：　　　　　　　　随　　伴　　種

　5α∫αた〃密飢5∫∫　　　チシマザサ

　コう・OC110ご18／Z4’傅0η　α’僧α」∫0ガ0「8∫

　　　　　　　　　　ヤマダルマ
　5α∫α5釧αノ醐5お　　　クマイザサ

　1♂θ」じプz‘905α　　　　　　　　　　ツノレツゲ

　Tん吻oρ∫お40如ろ1’碗α　アスナロ

　RIZO4046／Z諭¶0πゐノ僧αC11ツ0召ψZ〃π

K4。4

S3・4

K2・2

K！・2

S　十

バクサンシャクナゲS十
3‘吻診0卿∫5‘ノψ妙・’485var．ブ‘ψ0ノ～’α∬

　　　　　　　　　　タケシマラソ　　　K十
ノ1ご諭Z∫読αゐ0♂0〃z漁オα　　ミヤママタタビ　　K十

調査地Lage　d．　Aufn，：Berg　Hirugatake，　Fujiwara－machi，　Shioya－gun塩谷郡藤原町山留賀岳，

調査年月麟Datum　d．　Aufn．：1．　Sept．1982．

　5．　ミヤマナラ群集

　　　Nano隈uercet疑ln　Suz・・Sok．1954（Tab・6）

　日留南岳付近の稜線下部の谷に続く凹状斜面には，ミヤマナラが優占群落を形成している。ミ

ヤマナラは日本海側多雪地に特有の低木で，ミズナラの変種である。ハナヒリノキ，ショウジョ

ウバカマ，オオバショリマ，イワナシを標微種，区分種としてミヤマナラ群集にまとめられる。

ミヤマナラ群集は高さ1．41nでミヤマナラが優占している。低木層を構成しているミヤマナラを

はじめ，コミネカエデ，ムラサキヤシオ，ナナカマド，オオカメノキ，ウラジロヨウラク，ミネ

ヤナギなどは，冬季の積雪のため根元から斜面下部に向って糊押している。草本層にはショウジ

ョウスゲ，ミヤマセンキュウ，シナノキンバイ，ヒメノガリヤス，イワカガミ，ショウジョウバ

カマ，ミヤマホツツジなどが生育している。

　ミヤマナラ群集は積雪や風衝により維持されている持続群落である。さらに風衝が強くなる稜

線付近ではチシマザサ群落やクマイザサ群落，アカミノイヌツゲークロベ群集ハイマツファシス

に置き換えられている。

　6．　ウシノケグサーコメツツジ群落

　　　Pθs加。αooεπα・RILo面dθπ♂roπfs宛。πos繊・Gesei監schaft（Tab．6）

　ミヤマナラ群集に隣接する露岩地にはコメツツジの優占植分が生育している。この植分は，コ

メツツジ，アカミノイヌツゲ，ウシノケグサ，ネバリノギラン，シオガマギクを区分種としてウ
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　　　　Tab．6　ミヤマナラ群集およびウシノケグサーコメツツジ群落

Nanoquercetum　und＆伽ごαoηピηα・Rん060漉ノ勲‘oη渉56ん。π05屈．Gesellschaft

　1＝Nanoquercetumミヤマナラ群集
　2：」楠5飯‘σoτ12zα・Rゐ。面ぬη4プω～’51～oπ05々躍Geselischa｛tウシノケグサーコメツツジ群落

Spaite＝

Lf6．　Nr。：

Feld・Nr．：

H6he廿．　Meer（m）：

Expositioh＝

Neigung（。）；

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）；

猛δhe　d．　Strauchschicht（cm）：

Deckung　d．　Strauchsch至cht（％）＝

H6he　d．　Krautschicht（cm＞＝

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzah1＝

群落記・号
通　し番号

調査番号

海　　抜　　高

方　　　　位

傾　　　　斜

調査面積
低木層の高さ
低木層の植被率

草本層の高さ
草本層の植被率

出現種数
Kenn．　u．　Trennarten　d．　Ass．：

　加ご‘θ伽8grαツ副αvar．0わ～・π8ヴb’∫α

　H8～oη∫⑫5’∫α一～eπ’o～’∫

　∬eらμσ’15（～τ‘8砂α《758’15’∫

　君ρ’9α8α05fα”‘9α

Trennarten　d，　Gese1｝scha｛t＝

　Rぬ0伽4θη詐0刀’5ぐみ0η0∫た’f

　1～薦5μ9σ0たf∫var．占r8τ1ψ8ゴκ’～αご！α’α

　免5‘，κα0τfηα

　A！θヶ’5／b！ガα忽

　西面‘μ如r∫∫7で5μ’εα’α

A質en　d．　h6heren　Einheiten：

　Qμerα‘∫2’ZOπ90～fco　var．　Z〃zゴ賀Zαfの♂fα

　54zξ忽7・｛ぜ，～だ

　αzr8．τ配ψゐα7”（・αψα

　貧ψαα～θfσ6rα（・！幽如

　賃Z加9∫αの韓ηeノ犀5’∫

　5ぬor’1ロ50～（1αη8〃0～必5

　Coη’o∫ぐ～〃～μ〃～ノπ’‘’〃μ’〃

　1乃’o～～’μ5ゴ‘ψω～f（マ’5

　5齪∬τ4r8αヶノμ（ワ’α

　野々ノ彦需’β5ξ¢，π～ψ解orα

　勘沙，ど∫ご0〃〃～！2’4

Begleiter：

　5・！’ぬ9・τ’7召α’ピr‘・αvar．～ごめごα脚

　丁1置α旋〃wμ畑〃～げ〃58vaLゐ5，0～4π‘馳μ規

　5ど”寵〃（ψ’び1ゼ∫1fψo”～‘冠

　∬ぼ8rゴ5虚，πα‘α

　盛．五2’απ〃躍〃～μ〃≧げ’zロ’α’～〃π

　ハノ’∫Cαη’1εど，5がノ～C‘0’・’ど‘5

　C始〃～09”o∫’ゴ∫加た。ノ置6ノ置5ゴ5

　5αεαた1〃・ゴ’8π5’5

　αη’～α・～45‘αδ2’αvar．加8rg函

　飾∫ごαη～0刀‘0’～α

群集標徴・種区分

　ハナヒリノキ

　ショウジョウノミカ・マ

　オオパショリマ

　イワナシ

群落区分種

　コメツツジ

　アカミノイスツゲ

　ウシノケグサ

　ネバリノギラソ

　シオガマギク

上級単位の種

　ミヤマナラ

　ミネヤナギ

　ショウジョウスゲ

　ミヤマホツツジ

　シラ不ニンシソ

　イワカガミ

　ミヤマセンキ路ウ

　シナノキンバイ

　ヤハズヒゴタイ

　ウラジロヨウラク

　ナナカマド
随　伴：瓢

　　コガネギク

　　アキカラマツ

　　シシガシラ

　　ニガナ

　　マイヅノレソウ

　　カリヤス

　　ヒメノガリヤス

　　チシマザサ

　　リンドウ

　　オオバギボウシ

S

K
K
K

S，K：

　S
　K
　K
　K

　S
　S
　K
　K
　K
　K
　K
　K
　K
　S
S，K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

！l　l 2

　工　　　2　　　3

SS　　SS　　SS
　10　　　9　　　8
1660　　　1660　　　　1660

　S　　S£　　　S

　40　　　45　　　45

　20　　　4　　　4
工40　　　80　　　80

　90　　　80　　　90

　60　　　20　　　15

　80　　　50　　　60

　34　　　27　　　22

十

十・2

十

十

●

●

・

o

●

●

●

●

十・2

　●

　o

　o

　●

5・4　　4・41

2・2　　　十

十・2　　2・3

1・1　　十・2

÷　　　十

5・4，　　1・1

　十　　　十

3・3　　2噂2

牽　　　十

十・2　　　十

1・2　　2・2

1。2　　牽・2

1・2　　　十

十。2　　　・

1・2　　1・2

　十　　　十

十。2

十・2

千・2

十。2．

十・2

1・2

2。3

→ト・2

十。2

　十

1・2

十・2

十

÷

十

十

工・2

1・2

　」

÷

1・1

1。2

3・3

十

2・2

2。2

十

●

十

〇

，

1。2

十

÷

十

十

〇

●

■

十

・

出現1回の種Auβerdem　le　einmal　in　Lゴd・Nr．1：ノ1α’r〃～如’α〃”どごθ〃コミネカ轟デS－1・2，腕加r／zz‘〃≧

ノ｝‘r‘4’～〃zオオカメノキS一千，R乃040論ノ置ゴ1‘oπo～δ7でc1～’”ムラサキヤシオS一十。2，　Vαぐぐfη’μ〃；5ノ’躍〃∫’

　オオオバスノキS一十，∫15！～～δc〃～τ〃め‘～’召だvar記。ノ卍983絃トリアシショウマK－1・2，’‘1’η∫’ゴα8召4ぐ8rヴb～’α

　var．5’冶卯）o諏オクモミジ．パグマK一十，鞠〃5‘9「βηロfαブナK一→・，　V如‘f7～加ηzノ妙。加‘r’〃zアクシバ

　K警十，in　2：Eπゼ4／1”躍5‘α〃～∫｝α1～z”α’”∫サラサ．ドウダソS－1・1，507’伽5α～ηケb’ぬアズキナシS一十，

　コ｝ψ8如～びαρα7εピ‘μ」ロ如ホツツジS一十・2，in　3：言漁欺18∫’αカεπ’α’1ゴ〆αコヨウラク，　S－1・1，塀εガα〃π

　er8c‘f‘規オトギリソウK－1・2，　Gロrピ～〃～8rfαα罐ノ～o”；r揺アカモノK一十．

調査地（調査年月日）Lage　d．　Aufn（Datu肩識d．　Aufn・）：Lfd・Nτ・1～3＝Berg　Hirugatake，　S捻dt　Kuroiso

　G4．　Sep£，1983）黒磯布日留賀岳，
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　　　　Fig．9　ミヤマナラ群集（日留賀岳，海抜1，660　m）。

Nanoquercetum　mitdominierenderQμ6’「催∫〃30π9’oZ∫ωvar．瑚ぬZ認麹Z∫α

（Hirugatake　1，660m践．　NN）．

シノケグサーコメツツジ群落にまとめられた。ウシノケグサーコメツツジ群落は高さ80cmの風

衝低木林である。低木層にはコメツツジが優疑し，アカミノイヌツゲ，ミヤマナラ，ミネヤナギ

などが混生している。草本層にはショウジョウスゲ，イワカガミ，ウシノケグサ，シラネニンジ

ン，コガネギク，ミヤマセンショウ，アキカラマツ，ネバリノギランなどが生育している。

　ウシノケグサーコメツツジ群落の生育地は，小～大角礫の多い露岩地で土壌の堆積はみられず，

風衝を受け易い不安定立地である。隣接する露岩地でない立地にはミヤマナラ群集がみられる。

　2）　ブナクラス域（山地帯）

　　　Fageteacrenatae脚Gebieも　（Monta獄e　Stufe）

　ブナクラス域は，ブナ，ミズナラ，コハウチワカエデ，ウリハダカエデ，ヒトツバカエデ，イ

ヌブナ，アオダモ，オオカメノキなどの夏緑広葉樹を主な構成種とする夏緑広葉樹林帯であり，

ブナクラスの潜在自然植生によって代表される植生帯をいう。塩原地方は大部分がコケモモート

ゥヒクラス域およびブナクラス域に属している。海抜の比較的低い下塩原付近（海抜約500m）

から既にブナクラス域に属し，地形により異なるが海抜約！，500～！，600mが上限となる。上述の

夏緑広葉樹のほか，ウラジロモミ，モミ，アスナロなどの常緑針葉樹も生育しており，相観的に
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は，ブナ林，アスナロ林，サワグルミ林，モミーコナラ林などが生育している。

a．森林植生WaldgeseHschafもen

　　7．　コカンスゲーブナ群落

　　　　0αreκreεπεε．Fαgzε8　crθπαまα圏Gese難sckaft（7ab．ア，　38）

　コカソスゲーブナ群落は高木層に，ブナ，イヌブナ，ミズナラが優占する夏縁広葉樹林である。

クロモジ，パイカツツジ，コカソスゲ，ハリギリ，ミヤマガマズミ，ヤマボウシの種群によって

アスナロ群落，クリーコナラ群集と区分される。高木層にはブナ，イヌブナ，ミズナラのほか，

ハリギリ，ミズキ，クリ，ヨグソミネバリなどが混生している。亜高木層，低木層には，ハウチ

ワカエデ，シロヤシオ，シナノキ，オオカメノキ，ブナ，コハウチワカエデ，イヌブナ，ヤマボ

ウシなどが生育している。林床は高茎のチシマザサが優卜し，その下にコカンスゲ，チゴユリ，

オクモミジバグマ，ヒメカンスゲなど低下の種が生育する2層の形態をとっている。群落高は15

～22m，出現戸数は20～49（平均40）種に及ぶ。

　コカンスゲーブナ群落はイヌブナ下位群落，典型下位群落，ミヤマシグレ下位群落に下位区分
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　　　　　　　　　Fig．10　コカンスゲーブナ群落断面模式図

　　　Schematisches　Vegetationsprofii　der　Cαノで」じ1加z∫∫，．翫g～65　crθノzα’α．Geselischaft

1：ブナ・Ezgκ∫6肥刀α如　　　　　　　　　　　　6＝アプラツツジEπ葱α漉1zπ∫∫μう∫8∬∫Zお

2：イヌブナ茄g㍑5ブ妙。／z∫ごα　　　　　　　　　　7：パイカツツジRん0604θπのηπ∫6ノμ必α7ゐα’〃π

3：ヒトツバカエデAcα躍読5砂如ノ’　　　　　　8：クロモジ五加漉rαπηめθZぬ如

4：ハウチワカエデ翫θrブ妙ωz’α〃〃　　　　　　9＝チシマザサ5α5α盈曜8π∫お

5：シロヤシオR130♂o話8ノ～漉層02z　gz4∫ノzgz44bZ∫πノη　10＝コカンスゲCα耀」じ耀加∫～
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される。イヌブナ下位群落はイヌブナ，バクウソボク，ツリバナ，ミズキ，ウラジロモミによっ

て区分されるブナーイヌブナ林である。ブナよりもイヌブナが優占する植分もみられる。イヌブ

ナ下位群落はゆるやかな尾根上や所々に母岩の露出した斜面などに生育している。他の下位群落

と比較して，群落高，高木層の植被率ともに良好である。イヌブナ下位群落はさらに，オノオレ

カンバ，ムラサキシキブにより区分されるオノオレカンバ下位群落と，特別の下位単位区：分種を

もたない典型下位群落に区分される。典型下位群落は尾根地，急傾斜地に生育している。ミヤマ

シグレ下位群落は，ミヤマシグレ，オオバスノキによって区分される。沢沿いの尾根脇斜面に生

育している。

　コカンスゲーブナ群落は日本海型ブナ林とするには種組成的特徴を欠いているが，チシマザサ

が生育しており，チシマザサーブナ群団，ササーブナオーダー，ブナクラスに帰属される。

　　8．　アスナロ群落

　　　　Thπノopsε8　doZαbrα∫α脚Geselisc歴aft　（里ab。7）

　アスナロ群落はブナ，ミズナラなどの夏緑広葉樹に常緑針葉樹のアスナロが混生した針広混交

林である。アスナロ，ナナカマド，オオバクロモジ，ムラサキヤシオ，カニコウモリ，ヒメモチ，

アズマシャクナゲなどによって区分される。

　植生高は12～20mと植分により差があるが，群落構造は4層構造をとっている。高木層，亜高

木層には，ブナ，ミズナラ，アスナロ，ナナカマド，アオダモ，コハウチワカエデ，コメツガな

どが生育している。低木層，草本層には，アスナロ，ナナカマド，オオバクロモジ，シノブカグ

マ，ブナ，オオカメノキなどが生育し，ほとんどの植分でチシマザサが優占している。

　アスナロ群落はコカンスゲーブナ群落より高海抜地に生育している。海抜！，260～1，520mの地

域から植生調査資料が得られており，海抜約！，500mを境にアカミノイヌツゲークロベ群集，シ

ラビソーオオシラビソ群集と交代する。アスナロ群落は主として尾根状地に生育している。アズ

マシャクナゲ，ツルツゲ，ムラサキヤシオ，カニコウモリ，コメツガなどアカミノイヌツゲーク

ロベ群集，シラビソーオオシラビソ群集との共通種をもち，相観的，種組成的にも類似している。

この傾向は下北半島から報告されたヒノキアスナロ群集にも認められる（宮脇・佐々木　1980）。

ヒノキアスナロはアスナロを母種とする亜種である。しかし，アスナロ群落，ヒノキアスナロ群

集ともに，ササーブナオーダーの種群により占められ，チシマザサーブナ群団に含められる植生

である。また，アスナロ群落はヒノキアスナロ群集との多くの共通種をもち，同位群落であると

考えられる。

　アスナロ群落は特別の区分種をもたない典型下位群落とサラサドウダン，ツルリンドウ，コメ

ツガ，コヨウラクツツジ，ショウジョウバカマ，ツバメオモトなどによって区：分されるコヨウラ

クツツジ下位群落に区分される。これらの下位単位は海抜高度の違いによってすみ分けている。

今回得られた植生調査資料では，典型下位群落が海抜！，260～1，270m，コヨウラクツツジ下位群
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　　　　　　Fig．11　アスナロ群落断面模式図

Schematisches　Vegetationsprofi玉der　T1τκゴ砂sお40Zαろ1一α5α一Gesellschaft

1：アスナロTんヴρρ∫ゼ540ぬ加α如

2：ブナ丑馨郡び8πα如

3：ミズナラQκ8’℃κ5〃’o／z890Z∫cαvar．　gγo∬8∫81γα忽

4：コミネカエデ・40θノコノ漉1・α麗加4ノπ

5：ナナカマド5α玩∬oo〃〃〃㍑如

6：シPヤシオ1～ゐ040（たノ～訪亭。／zgz47zg〃φ）♂∫z〃π

落が海抜L450～！，520mであった。

7：アプラツツジEπ蔽α漉／沼55zの5θ55読∫

8：オオカメノキV乃z‘ノ7z〃ノり勉1r6α薦〃3

9：チシマザサ5α∫σた〃4漉ノ～5～∫

101シノブカグマみプαごん加。漉5〃㍑‘砒α

11：ミヤマイタチシダZ）ノッ。μ6万∫∫α6α6ガ

12＝コカンスゲCαプ6κ7で加ガ

　　9．　タリー：コナラ群集

　　　　Casもaneo・Q双ercetum　serrataeOkutomi，TsujietKod駄ira　l976（Tab．8，38）

　海抜約300m以下のブナクラス域下部には，モミ，コナラ，アカシデ，クマシデ，クリ，アサ

ダなどの混生する夏緑広葉樹林が生育している。これらの植分の中には胸高薩径が7Gc瑚を超え，

樹高25m以上に達するコナラ，モミ，アカシデなどの山径木で構成されている自然林と，胸高直

径も細く樹高11～15m程の薪炭林として維持されてきた雑木林が含まれている。組成表で比較し

た結果，自然林も薪炭林も組成的に大きな差はみられず，共にクリーコナラ群集にまとめられた。

クリーコナラ群集はガマズミ，クリ，カスミザクラ，アサダ，ツノハシバミ，ハリギリ，チョウ

ジザクラ，イヌシデによって，標徴，区分される。海抜900mを境界としてコカンスゲーブナ群

落に移行する。クリーコナラ群集は以下の2亜群集に区分される。
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Fig．！2　ブナクラス域下部の自然林クリーコナラ群集（塩原町片角，海抜450m）。

　NaturlicherBestanddes　Castaneo－Qnercetum　serratae　untereStufe

　des　Gebietes　vQn　Fagetea　crenatae　vorkommt（Katakado　450rn廿，NN，

　Shiobara－mach1〉

　イヌブナ亜群集は那珂川や箒川の川沿い急斜面の職分がまとめられている。ナガバハエドクソ

ウ，ノササゲ，フクオ’ウソウ，イヌブナ，イヌヨモギ，シシウド，イヌワラビ，マルバアオダモ

によって籔分される。イヌブナ亜群集は一部を除いて高さ20～26mの安定した4層構造をもち，

高木層にはモミ，コナラ，アカシデ，イヌブナ，クリなどの大繭木が生育している自然林である。

亜高木層，低木層にはアワブキ，シラキ，ウラジロノキ，アオハダ，ヤマツツジ，ムラサキシキ
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講馨

　　　Fig。13　モミの優何するクリーコナラ群集（塩原町大綱，海抜560m）

Castaneo－Quercetum　serratae　mitdomlnierenderAゐ∫85／71¶〃’α（Oami560m菖．

NN，　Shiobara－machi）．

ブ，モミ，アカシデ，クマシデ，イヌシデ，コゴメウツギなどの常在度が高い。川沿いの比較的

土壌が厚く，水分条件の良い立地を反映して，ナガバハエドクソウ，ノササゲ，シシウド，イヌ

ワラビ，ヤマジノホトトギス，トリアシショウマ，オクモミジバグマなどの草本植物が多く生育

している。斜面下部ではケヤキ群落と接することが多い。

　ヨグソミネバリ亜群集はアオダモ，コハウチワカエデ，ミズナラ，カマツカ，ヨグソミネバリ，

ヤマウルシなどにより区分される。主として薪炭林などの二次林がまとめられている。高さ8～

18mの高木層にはクリ，コナラ，アカシデ，カスミザクラ，ミズキ，ホオノキなどが生育してお

り，萌芽形態をとっていることも多い。亜高木層，低木層には，アオハダ，アカシデ，コナラ，

ヤマモミジ，カマツカ，ガマズミ，クロモジ，ムラサキシキブなどが生育している。草本層には

ミヤコザサ，クマイザサ，チシマザサなどが繁茂しており，欝欝5で優占する植分もみられる。

ほかに，チゴユリ，イワガラミ，コチヂミザサ，ツタウルシ，コゴメウツギ，オクモミジバグマ，

オオバギボウシなどが生育している。出現種数はチシマザサの優塗している植分の37種から85種

まで植分による差が大きい。両亜群集とも平均出現種数61種と多い。

　今回調査されたクリーコナラ群集イヌブナ亜群集や次項に述べられるアブラツツジーアカシデ

群落は塩原町付近では那珂川，熱川，藤原町の鬼怒川沿いなどに局部的に残されている。これら

残存自然林は上部のコカンスゲーブナ群落に対して，アカシデ，ヤマツツジ，クマシデ，モミ，

ウラジロノキ，ムラサキシキブ，シラキ，アワブキなどによって区分できる。かつて塩原地方一
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Fig．14　新炭林として維持されてきたクリーコナラ群集（塩原町堂ノ本，海抜670m）。

　　玉nfolge　niederwaidartiger　Bewirtschaftung　erhaltenes　C　a　s　t　a　n　e　o－Quercetu皿

　　serratae（Donomota　670m廿．　NN，　Shiobara－machi），

帯の海抜約500～900m付近を広く被っていたと考えられ，クリーーコナラ群集，アブラッッジーア

カシデ群落は，ヤブツバキクラス域上限からブナクラス域下部にかけての潜在自然植生として認、

められる。

　　1G．アブラツツジーアカシデ群落

　　　　Eπ1㍑απfんπ8szめ8θ88εZj8－0αηワεππs　Jακεf’orα葡Gesel璽schaft（Tal）．8，38）

　アブラツツジーアカシデ群落は，アプラツツジ，キハギ，コカソスゲ，ヤシャブシ，ウスノキ

によって区分される。高さ16～22mの高木層にもモミ，アカシデが優聾し，ブナ，コナラ，クマ

シデ，ミズナラ，ウリハダカエデ，ヤシャブシなどが混生している。亜高木層，低木層には，ア

ワブキ，シラキ，アオハダ，モミ，アプラツツジ，パイカツツジ，マンサク，ウラジロノキなど

が生育している。草本層にはチゴユリ，オクモミジバグマ，キッコウハグマ，コカンスゲ，アオ

ダモ，シラキなどが生育している。平均出現種数は45種を数える。

　アブラツツジーアカシデ群落はクリーコナラ群集と同様にブナクラス域下部の自然植生として

位置づけられる。海抜600～870mで植生調査資料が得られている。生育地は谷に向って張り出し

たやせ尾根や浅土地であるが，谷から吹き上げる湿った風によって乾燥から免れている。アブラ

ツツジーアカシデ群落は，黒磯市板室や塩沢など那珂川沿いの尾根筋に散在している。

　アブラツツジーアカシデ群落は，ウラジロノキ，アオハダ，イヌブナ，バクウンボク，アワブ

キ，クリ，イヌシデ，ガマズミなど多くの種群により，イヌシデーコナラ群団，コナラーミズナ
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懸雛山

繭難

Fig．15　アブラツツジーアカシデ群落の相観（黒磯市板室，海抜500m付近）。

　　　Physignomie　der　Eπ々ガα11〃z闘55融∫6∬読をCα1ψ’ノz螂Zαぼ耀07η一Gesellschaft

　　　（ltamuro　600m縫．　NN，　Stadt　Kuroiso）．

ラ薄闇ダー，ブナクラスにまとめられる。

　　貿．　ジュウモンジシダーサワグルミ群集

　　　　PoIysdco－PterocaryetumSu猛．一ToketaL　蓄956（Tab．9）

　ブナクラス域の谷筋や川底のテラスには，土地的極相林である山地渓谷林；サワグルミ群団が

発達する。サワグルミ林は雨水や融雪水の流路となるため土砂の移動が激しい立地や，尾根や斜

面から臣～大饗の崩積した：立地など不安定立地に生育している。塩那道路周辺のサワグルミ林は，

道路建設による土砂の流入などで破壊され，断片的な露分が多い。今回植生調査資料が得られた

のは！地点のみである。

　この植分はサワグルミ，オヒョウ，ニワトコ，アサノハカエデ，ジュウモンジシダ，ミヤマイ

ラクサ，リョウメンシダ，クサソテツなどによって区分され，日本海側のサワグルミ林であるジ

ュウモンジシダーサワグルミ群集にまとめられた。群落高25mで4層構造を形成している。高木

層は1種のみでサワグルミが優難している。亜高木層にはオヒョウ，ミズキ，サワシバが生育し

ている。低木層はニワトコ，アサノハカエデ，オオカメノキ，アスナロなど貧弱であるが，草本

層は植被率80％と高く，ジュウモンジシダ，リョウメンシダ，クサソテツ，ツヤナシイノデ，オ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39

　　　　　　　　　　　Tab．9　ジュウモンジシダーサワグルミ群集

　　　　　　　　　　　　　PolystichQ－Pterocaryetum
Feld－Nr．調査番号；S－11，薮6he　U．　Meer海抜高；1，140m，　Exposition　u．　Neigung方位，傾斜；SE

20。，Gr68e　d．　Probeflache調査面積：375　m2，冠6he　u．　Deckung　d．　Baumschicht畦高木層の高さと

植被率：25m，80％，　H6he　u．　Deckung　d．　Baumschicht－2亜高木層の高さと返照率：！0　m，20％，

Hdhe　u．　Deckung　d．　Strauchschicht低木層の高さと植被率：3m，20％，　H6he　u．　Deckung　d．　Krau－

tschicht草本層の高さと植被率；1m，80％，　Artenzah1出現種数：43　spP．

Kenn－u．　Trenarten　d．　Ass．：

　　　　　　　　群集標徴種および区分種
　P‘び。ごα1「ッαノ‘ん。ケb々α　サワグルミ　　　B15・5

　乙π”zz郎∠αc魏α砲　　　　オ‘ヒョウ　　　　　B21・2

　3α〃めz4α4∫5飽ろ。♂4ガαノzα　ニワトコ　　　　　S1・2

　Aごびα1召寵～〃〃　　　　アサノハカエデ　　S！・2

　％Zッ5∫～6伽〃’〃層4）∫6’”oπジュウモンジシダ　K2・3

　ゐ＠oπ8α〃雄c1躍。立α01zツα

　　　　　　　　　　　ミヤマイラクサ　　K2・3
　ん嫡αごんπfo（和5舘αη4ご5配～リョウメンシダ　　K2。2

　ハ4漉’紹‘o∫α5彦ノマ4漉∫9μ6’・ガ∫

　　　　　　　　　　　クサソテツ　　　K：1・2
　Ro㎏6ノ『5∫αρ04（ψゐ）〃α　ヤグルマソウ　　　K／。2

　P吻∫診が伽〃乃プβケ・∫・卿♂εαC8〃πvar．

　　oηα’（ψα♂θαご8μノ〃　　ツヤナシイノデ　 K1・2
　∠）1層ツ砂’61ゼ5びα5諺ア¶ん舵。ノ〃α

　　　　　　　　　　　オシダ　　　　　　K2・2
　迎θご”’α〃ぬ配∫ゐα〃沼西α　カメバヒキオコシ　K十・2

　CIL1ツ50ψ♂6／zガκ〃’ノ7α9’8〃のノwμ

　　　　　　　　　　　ツル不コノメソウ　K　十
　Z）ψ♂α葱πノμ59μα〃涯9ε1－Z〃π

　　　　　　　　　　　キヨタキシダ　　 K十
　篇ノ’α6α1ψα‘α’フz・5αvar．6f1一‘α80読∫

　　　　　　　　　　　孤島ギキヨウ　 K十
Artend．Fageteacrenatae：
　　　　　　　　　ブナクラスの種
Co〃zκ5ご。／zか。ηε1・∫α　　ミズキ

Cα1ψ加∬cα’磁如　　サワシバ

η堪1’（ψ5おど。伽う1・漉α　アスナロ

γ幽幽7フ耀規ルブ。α㍍‘ノπ　オオカメノキ

E㍑oηツノπ♂‘55ガθろ。♂4～απμ5

　　　　　　　　　　マユミ
ゐ手漉ノ・αμ〃め6μ鷹α　　クロモジ

B21・1

B21・1

S1・2

S1・2

S十。2

S　十

1（　十

・4‘8ノψαz〃zα’z〃ノzvar．ノπα彦∫〃ノ沼ノ’αθ

　　　　　　　　　　ヤマモミジ
α認ん旧α6α1わ加61層η∫5　　リョウブ

Cα”8」じ40Z齢・5孟α6加αvar．9♂α∂θ1フ噌∫〃3α

　　　　　　　　　　ミヤマカンスゲ
CαcαZ如ッα砲施　　　　ヤマタイミソガサ

Cα6α♂∫α1鷹磁マar4詑’：血ブαゆ砺

　　　　　　　　　　　コウモリソウ
　C箆7『6∬ノ∂”o∫お寵ノ”α　　オクノカンスゲ

　＆1z捻（ψ加α9ノπαんごy41『αノzg60ガ雄∫

　　　　　　　　　　　イワガラミ

　5α5αん躍旋ノ説∫　　　チシマザサ

　鈎諭’αノzgαゆ厩oZαノ’ご5　ツルアジサイ

　Rんπ5α〃め磐μα　　　　ツタウルシ

　Ez‘o／Zly〃呂z4∫〃♂θ♂αノzαノ．置醜κ∫

　　　　　　　　　　　サワタツ
　ノ4彦陵yノゴ酬μ・o∫ぬ♂ガ　　ヤマイヌワラビ

　α〃漉吻9α5ガ〃ψ房エ　サラシナショウマ

　7｝一ゴZ読〃μ5蹴α♂Z∫∫　　　エンレイソウ

Begleiter：　　　　　　　　随　　伴　　種

　温め僻g8αρα加6認磁αノリウツギ

　Lακo∫6ψかz‘〃ルブ妙。π飴㍑〃匹

　　　　　　　　　　　テソニンソウ
　Co／zご09ノ層4ηz〃躍fπ’81阿〃βθ漉α

　　　　　　　　　　　イワガネゼンマイ

S　十

S　十

K2・3

K1・2

K1・2

K1。2

K十・2

K　十

K　÷

K　十

K
K
K
K

十

十

十

十

S　十

K3・3

K十・2

君∫孟81一α9θ1旧αオ0娩∫var．加プαθf。　Zθκ6α7z痂5

　　　　　　　　　　シロヨメナ　　　　K　十
・4’寛α8〃薦sp．　　　　テンナンショウ属の一種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　K十。2
A∫α1初π∫∫840認∬　　　ウスバサイシン　　K　十

Rz‘ゐ醐餌Z〃一網var．αψ妙1げ伽∫

　　　　　　　　　　モミジイチゴ　　　K十
Gンη0∫彦8〃3〃」αρθη’ψ妙♂♂Z〃π

　　　　　　　　　　アマチャヅル　　　K：十

調査地Lage　d．　Aufn．：StraBe　Enna，　Stadt　Kluroiso黒磯一塩那道路，調査年月日Datum　d．　Aufnahme：

　3！．Aug．1982．8月31日。

調査老Forsher：KS．，　S．　S。，　H．　T．
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シダ，キヨタキシダなどのシダ類をはじめヤグルマソウ，ミヤマカンスゲ，ミヤマイラクサ，コ

ウモリソウ，カメバヒキオコシ，テンニソソウなど草本植物が豊富であり，全出現函数中半数以

上の24種を数える。このジュウモソジシダーサワグルミ群集は沢筋の巨礫の堆積した立地に生育

している。道路建設により沢が切断されたため，下部は崩壊地となっている。

　　12．　タマアジサイーフサザクラ群集

　　　　Hyδrangeo・Eupteieetum　poiyandrae　Miyamak量，Ohb哉eもM腿rase1964

　　　　（望ab．10）

　河床や渓谷，角筋などのジュウモンジシダーサワグルミ群集やケヤキ林が生育できないような

崩壊地，不安定立地には，タマアジサイーフサザクラ群集が成立する。タマアジサイーフサザク

ラ群集は，ジュウモンジシダーサワグルミ群集域などで立地崩壊が生じた場合には，そこに湿生

先駆性植生として一時的に生育するが，絶えず土砂が移動している河床のような不安定立地では

　　　　　　　　　　　Tab．！0　タマアジサイーフサザクラ群集

　　　　　　　　　　Hydrangeo－Eupteleetum　polyandrae
Feld－Nr．調査番号：SA－50，　H6he廿．　Meer海抜高：6301n，£xposition　u．　Neigung方位，傾斜：NE

30。，Gr6Be　d．　Probeflache調査面積：120m2，王｛6he　u．　Dekung　d．　Baumschicht高木層の高さと植被

率＝7m，85傷，　H6he　u．　Deckung　d．　Strauchschicht低木層の高さと植被率：3m，30％，　H6he　u．

Deckung　d．　Krautschicht草本層の高さと植被率：0．8m，30％，　Artenzha1出現回数：26　spP．

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass：

群集標徴種・区分種

　Ezψ観εαρo砂απ♂ノρα　フサザクラ

　Ao8ノ’Cα7ソ）加ぴb伽‘〃L　チドリノキ

　琢訪』αアzg’oαかzηo咽びα‘α

　　　　　　　　　　　タマアジサイ
Arten　d。　h6heren　Einheiten：

　　　　　　　　　　上級単位の種
　A伽π51zゴチ・5オαvar．5ゴみカゼごα

　　　　　　　　　　　ヤマハンノキ
　0擁καブ妙。痂侃　　　　コクサギ

　既碧6如4θ‘α’α　　　ニシキウツギ

Aτtend．Fagetea　crenatae：

　　　　　　　　　ブナクラスの種

Cαゆ加郡ブ砂。疵侃　　クマシデ

V伽プπz〃ノゆZ加診z‘ノμvar．彦・〃～醜05π1μ

　　　　　　　　　　ヤブデマリ
五∫7z♂α’αz〃πう6♂♂α’α　　　クロモジ

Z診疏0刀α5θノワη忽　　　　ケヤキ

Cα躍。αゆαノ砂。癖偲　　ムラサキシキブ

B5・4

S　十

K2・3

B1・！

S十。2

K　十

B1・！

S1・2

S十・2

S　十

S　十

　筋z勉α漉1耀∫5～め5655読∫アプラツツジ

Begleiter；　　　　随伴種
　Bo8んπθ1ゴα渉プ∫6π宴）ピ5　アカソ

　Cα’・d灘7－8∫π海　　　　　コカンスゲ

　Cαプ8諾coπ廊α　　　　　ヒメカンスゲ

　L8～‘oo50ゆか豊μη3ブ妙022∫6μη’

　　　　　　　　　　　テンニソソウ
　W2瀦6万α∫ZO万ろZ‘π4α　フジ

　砲α∫∫鶴ブ砂。η加5　フキ

　孟πg’θ原6αρo♂）〃π01ψんα　シラネセンキュウ

　ノ15励θ’伽zうα：9琵var．60ηgθ∫’α

　　　　　　　　　　　トリアシショウマ
　A1≠θノ厩5忽ρr加0θρ∫　　ヨモギ

　・4坂yノ物〃πη認認Zf∫　　ヤマイヌワラビ

　Poり並611z〃乃か膨61¶oπ　ジュウモンジシダ

　ハガツ9’0πZ〃π7Z6∫）ζZ♂θπ∫8　タニソ／ミ

　Rz4ろ郷ρα♂ηzα嬬var．‘・μ・幽翅z6∫

　　　　　　　　　　　モミジイチゴ
　5彦ε91zogrα〃〃ノβαρ・窯・∫subsp．〃診oZZ∫∬ゴ〃’α

　　　　　　　　　　　ミゾシダ

K　十

1く1・2

K：1・2

K十・2

K十・2

S十。2

K　十

K　÷

K
K
K
K
K

十

十

十

十

十

K　十

K　十

調査地Lage　d．　Aufn．：Nishi狙atazawa，　Stadt　Kuroiso黒磯市西俣沢，調査年月日Datum　d．　Aufn．：3。

　Sept．1982．
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持続群落を形成する。

　今回植生調査されたのは，木ノ油壷道路沿いの一植分のみである。この植分は高さ7mの亜高

木林である。林道建設の際に断ち切られた小沢の河床が崩壊した立地に，二次的に生育した植分

である。このタマアジサイーフサザクラ群集はフサザクラ，ヤマハンノキ，チドリノキ，コクサ

ギ，タマアジサイによって区分される。タマアジサイーフサザクラ群集は，サワグルミ林やケヤ

キ林のマント群落の役割を果しており，チドリノキ，ヤブデマリ，コクサギ，ケヤキ，タニソバ，

ジュウモンジシダ，ミゾシダなどサワグルミ林，ケヤキ林の種が生育している。また，ヤマハン

ノキ，ニシキウツギ，モミジイチゴなど崩壊地先駆性低木林の構成種もみられる。タマアジサイ

ーフサザクラ群集はタマアジサイ，フサザクラを標徴種としてフサザクラ群団にまとめられる。

しかし，その上級単位はニレーシオジオーダー（宮脇編著　1977），コナラーミズナラオーダ《宮

脇ほか　1977），ヤシャブシーコゴメヤナギオーダー（宮脇・奥環・望月　1978，宮脇編　！979）

など様々であり，群落分類上の位置が明確にされていない。

　　13．ハルニレ群落

　　　　σZ配π8ゴαpoπεcα騨Gesellschaft　（Tab．11）

　海抜960mの塩原：町の大沼畔でハルニレ林が植生調査された。このハルニレ林はハルニレ，カ

ツラ，ウメモドキ，カンボク，メギ，イヌエンジュ，ズミ，タツノヒゲ，ツリフネソウ，ダイコ

ンソウなどを区分種としてハルニレ群落にまとめられた。ハルニレ群落は高さ25mで4層構造を

とっている。高木層にはハルニレが優占し，ミズナラ，カツラ，ツタウルシが混生している。亜

高木層は貧弱で，トチノキ，ヤマグワ，ツルマサキが生育しているにとどまる。低木層にはウメ

モドキ，カンボク，ズミ，タンナサワフタギ，メギ，ミヤマイボタ，ノリウツギ，ヤマモミジな

どが生育している。草本層はタツノヒゲ，ミヤマカンスゲ，ダイコンソウなどが優占するほか，

オオカニコウモリ，ツリフネソウ，サラシナショウマ，ムカゴイラクサ，ノブキ，ウワバミソウ，

ミズヒキ，キンミズヒキ，ミゾシダ，ウバユリ，キオン，エンレイソウ，ヤグルマソウなど多く

の草本植物が生育している。出現記数は77種と多い。

　ハルニレ群落は尾瀬ケ原や浅聞山麓中禅寺湖畔など本州中部，関東の内陸に生育するハルニ

レ群集やオニヒ。ウタンボク一戸ルニレ群集と比較すると種組成的なまとまりに欠けるためハル

ニレ群落として扱われている。大沼のハルニレ林ぱ，近年大沼付近一帯がレクリエーション基地

として利用されるようになり，それに伴ってハルニレ群落の生育域は次第にせぽめられている。

　　14．ケヤキ群落

　　　　2rθgたooα8errα‘α．Gese銀schaft（Tab．12）

　箒川沿いにはケヤキの優占する夏緑広葉樹林が残されている。このケヤキ林は，ケヤキ，イロ

ハモミジ，ヤマグワ，タマブキ，モミジガサ，オオバジャノヒゲなどを区分種としてケヤキ群落
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諜麹

懸

’鍛韓劇

懸

隔　1

　　　Fig・16ハルニレ群落（塩原町大沼，海抜960m）。

αη曜∫ブ砂。πfcα・Gesellschaft（Ohnuma　g60m廿，　NN，　Shiobara－machi）．

にまとめられた。ケヤキ群落は高さ22mにも達し，高木層には優占種のケヤキのほか，イロハモ

ミジ，オニイタヤ，コナラが生育している。亜高木層，低木層にはイロハモミジ，フサザクラ，

ケヤキ，エゴノキ，アプラチャン，ムラサキシキブ，アワブキなどの夏緑広葉樹が生育している。

草本層にはタマブキ，モミジガサ，シラネセンキョウ，ダイコンソウ，イヌワラビ，シロヨメナ

などの夏緑草本類や常緑草本植物のオオバジャノヒゲが生育している。平均出現種数は49種を数

える。

　ケヤキ群落は川沿い斜面下部に生育しており，斜面上部ではクリーコナラ群集に接している。

土壌は厚く団粒状構造に富んだ肥沃な土壌である。ケヤキ群落は塩原地方では，海抜400～600m

の川沿いに限られその分布は断片的である。

　ケヤキ群落はヤブツバキクラス域上部からブナクラス域にかけて生育する渓谷林であるケヤキ

群団に位置付けられる。さらに上級単位のコナラーミズナラオーダー，ブナクラスに帰属される。

b。低木群落Geb養schgesel峯schaften

　l5．ホツツジーシ臼ヤシオ群落

　　　Trερe毒αZθεαPαπεcμZα毒α一Rんodα1επdroπ　9疏επ璽π8foZεπηz－Gese1呈schaft（73b．13）

海抜1，160mの地点で高さ9mの低木群落が植生調査され，ボツツジーシロヤシオ群落にまと



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43

　　　　　　　　　　　　Tab．13　ホツツジーシロヤシオ群落
　　　　　　　〔乃‘ψθ‘αZε如ραノz∫α‘Zα孟α一Rlzo404εη47’oπσ♂‘fπgz‘（プbZ∫z‘’ルGesellschaft

Feid－Nr．調査番号＝SA－37，　H6he茸．　Meer海抜高＝1，100m，　Exposltion　u．　Neigung方．畝，傾斜：N

25。，Gr6Be　d．　Probeflache調査面積；120m2，　H6he　u．　Deckung　d．　Baumschicht高木層の高さと植

被率：6m，90％，　H6he　u．　Deckung　d．　Strauchschicht．低．木層の高さと植被率：2m，50％，　H6he　u．

Dekung　d．　Krautschicht草本層の高さと植被率＝0，8m，50％，　Artenzahl出現種数：34　spP．

Trennarten　d．　Gesellschaft　l

　　　　　　　　　群落区分種
Rん04048η4プ伽（μガπ（1κ⑳Z謡〃Z

　　　　　　　　　　シロヤシオ

（乃ψθ匁zびαカα痂。π♂α如ホツツジ

50酌κ∫gγα‘漉∫　　　ナソキソナナカマド

乙α‘ω〃L・89γαツαノ～αvar．・∂♂・ノzgヴb磁

　　　　　　　　　　　ハナヒリノキ

Artend．　Fagetea　crenatae＝

　　　　　　　　　ブナクラスの種
粗面α麗1沼∫∫～め∫6∫∫読5アプラツツジ

5陀τσα’¶毎αρ56μ40－oα〃38♂あα

　　　　　　　　　　ナツツバキ

勲gz‘∫6紹π碗α　　　　ブナ

α6オノ〃πみσノわ加8π，孟9　リョウブ

E’．謝α〃〃1～．‘∫cα〃Lραノzz‘zαごz‘∫

　　　　　　　　　　サラサドウダン
乃η謬加♂4∫如ノ観9加0∫α　アオダモ

ゐ5・・癩・磁朔如var．8♂妙‘加

RんZ‘5彦1用～61zooαψα

π鶴〃ZαC1可0ρ0（ぬ

vガ伽’フz配〃呂即ゼ91zオ琵

Ac8’－ηφ’ノz6”η8

ネジキ

ヤマウルシ

アオハダ

ミヤマガマズミ

ウリハダカエデ

B4・4

S1。2

B！・1

K十。2

K　十

B1。2

S3・3

B2・1

S　十

B1・1

B1・1

B十・2

B　十

S　十

K　十

B　十

B　十

B　十

S1・2

S　十

　み68r　1厩6ノ’απ疏酬ノz　　コミネカエデ　　　B　十

　罵∂～〃フ観ηり物帽ごα孟π沸　オオカメノキ　　　S　十

　・466r読酸y♂z〃π　　　　ヒi・ツバカエデ　　S　＋

　ぬ〃’α〃顧∫ノ‘ψ・ノZ∫6αVar．・伽5α’α

　　　　　　　　　　　マルバマンサク　　S　十
　Ezωノzツ〃濯5〃’αcroμ61’z‘5

　　　　　　　　　　　ヒロハツリバナ　　S　十
　Zlcεr　5∫θ60Z漉αノ沼〃匹　　コハウチワ上代デ．S　＋

　ゐ∫π漉rαπ〃め8μα彦α　　クロモジ　　　　　S　十

　ノ1cθrカα♂〃疵z〃μvar．〃厩∫z槻π7切

　　　　　　　　　　　ヤマモミジ　　　　S　十
　Rん0404θπ6か0π58〃却わαノーうα窃〃π

　　　　　　　　　　　パイカツツジ　　　S　十

　Cα1窟η乙∬伽」じケあ脇　　アカシデ　　　　　S　＋

　5‘11捻oρ1z1’α9〃雄1z二y41’αηg’60’48∫

　　　　　　　　　　　イワガラミ　　　　K十・2
　EZα8αgπμ∫〃屠♂彦．曜。ノ’α　ナツグミ　　　　K　十

　D∫功αwπ∫’加如6∫πz〃πチゴユリ　　　　K　十

Begle三ter：　　　　　　　随　　伴　種

　5α∫αんど〃‘∫Z飢∫～∫　　　チシ’マザサ　　　　K：3・3

　Cα’ぞ必ブ8’π鹿　　　　　コカンスゲ　　　 ．】K3・3

　RZz・40漉ノ磁侃〃観8～痂6耀var．ρ6〃♂α〃彦6／wμ

　　　　　　　　　　　アズマシャクナゲ　S1・2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K　十
　Z）1＝yoμごパ∫∫‘必π認　　　ミヤマイタチシダ　K　十

　5〃¶㍑〃冠。μ6痒∫πψoπ∫α‘

　　　　　　　　　　　シシガシラ　　　　K　十
　5彦プθμ0卿∫5彦’ψ彦砂・ガ漉5var．ノζψ0競螂

　　　　　　　　　　　タケシマラン　　　K　十

調査地Lage　d，　Aufn．：Stra6e　Enna，　Stadt　KuroisQ黒磯市塩那道路，調査年月日　Datum　d，　Aufn．12．

　Sept．1982．

められた。ボツツジーシロヤシオ群落は風当りの強い尾根筋に発達している風衝低木群落である。

3層構造をとっており，亜高木層に優旧するシロヤシオをはじめとして低木層も含めて，ホツツ

ジ，アプラツツジ，ネジキ，サラサドウダン，アズマシャクナゲ，パイカツツジなどツツジ科植

物が多く生育している。そのほか，リョウブ，ナツツバキ，アオダモ，ヤマウルシ，ミヤマガマ

ズミ，ナンキンナナカマドなどの夏緑広葉樹が生育している。草本層にはチシマザサが優占し，
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コカンスゲ，ヤマモミジ，ミヤマイタチシダ，イワガラミ，タケシマランなどが生育している。

　風衝という作用は，乾燥，気温低下，枝葉への直：接的な衝激など植物にとっては厳しい環境を

もたらす。ボツツジーシロヤシオ群落に隣接する風面地植生はコカンスゲーブナ群落となってい

ることから，ホツツジーシロヤシオ群落は風衝作用によって成立している持続群落と考えられる。

　c．ササ草原8α8α・Wiesen

　　16．　クマイザサ群落およびチシマザサ群落

　　　　8αsα　sjπθη8εs・Gesellschaft　und　Sα8α髭腐rπεπsε8－Gesellscha｛t　（丁駄b。14）

　台風や山火事，人為的影響などによってシラビソーオオシラビソ群集やダケカンバ林が破壊さ

れた跡にはササ類が侵入し，ササ草原となることが多い。鹿又岳や四丁丁丁の周辺にはこのよう

なササ草原が発達している。ササ草原は二次的な植生であるが，稜線付近や急傾斜地の風衝の強

い高木類の生育しにくい立地では風衝草原として持続群落，半自然植生となっている。ササ草原

Spalte：

Lfd．　Nr．：

Feld－Nr．：

　　　　　Tab．14　ササ草原

　　　　　　　5α∫α一Wiesen

！：5α∫α5θ〃ωz8／z∫’5－Gese11schaftクマイザサ群落

2＝3α5αん’〃ゴ♂θノz廊一Gesellschaftチシマザサ群落

　　　　　　　　　群落記号

　　　　　　　　　通　し　番　号

　　　　　　　　　調査　番　号

H6he茸．　Meer（m）・

ExpOS三tion：

Nelgung（。）：

Gr6Be　d．　Probeflache（n12）＝

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

三

方

傾

調

植

全

出

抜

三面
逆

転被
現種

高

位

斜

積

高

率

数

1 2［

　！　　2　　3

　S　　S　　S
　！9　　20　　25

】．660　　1660　　1670

　E　SE　　E
　30　　20　　15

　4　　6　　9
　1　！．2　！．2

！00　　　100　　　　95

　5　　6　　7

Trennarten　d．　Geseilschaften：

　＆z∫α∫oノ～αノz6π∫’∫

　βθ舐zαθフ〃αノzガ

　Rz4加∫6ノ幽α孟α召9ぴbZガ～6∫

　5α5ごzたz〃一躍8π∫ゴ∫

Begleiter：

　1乃ψ’8ノツ9・どε柵ノで9ど1・～ピ

出現ユ回の種

群落区分種

　クマイザサ

　ダケカンバ

　クマイチゴ

　チシマザサ

随伴種

　クロツル

5・5　5。5

÷。2　1・2

十　　　÷

1・2

●

●

o

十

in

一4・4i

　　　　　　AuBerdem　le　einmahn　Lfd．　Nr．！：＆zZ謡ゐα姫。　バッコヤナギ　浄，　　2：

　5～ノz6π∫おススキ十，勘g‘‘5　c’で’～α’αブナ十十，　in　3：Cα超¢40”c加∫如擁ッαvar．　gZαろθ〃ゼ〃zαミヤマカン

　スゲ1・2，PoZンgo〃z〃乃。～4宴）∠4α如イタドリ　十。2，　Plzθgo／）‘θ7¶’∫coπノz66冶’Z∠∫ミヤマワラビ牽，501カμ∫co〃z一

　〃～鷹如ナナカマド十，

Lage　d．　Aufn．調査地：Lfd．　Nr．1～3；Berg　Kanolnatadake鹿又梼．

Datum（1．　Aufn．調査年月B＝Lfd，　Nr．1～3：2．　Sept，1982．

2・2　十・2

Mゼ∫6αノz疏μ∫
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は高さ！m前後のササ類が密生した植分を形成している。群落構成種は少なく，7種にすぎない。

　クマイザサ群落はクマイザサが優醸し，ダケカンバによって区分される。ほかにクロヅルやバ

ッコヤナギ，ススキ，ブナが混生している。チシマザサ群落はチシマザサにより区分され，クマ

イザサ，クロヅル，ナナカマド，ミヤマカンスゲなどが生育している。クマイザサ群落，チシマ

ザサ群落ともに，ハイマツ群落やナナカマドーミネザクラ群落の風衝低木群落に隣接している。

B・代償植生Ersatzgesllschaften

　立地本来の（潜在）自然植生は，火入れ，伐採，択伐など様々な人為的影響によって人為的二

次植生へと変貌する。人類は有史以来，燃料，用材，食糧など様々な目的のために森林をはじめ

とする緑の植被一植生一を利用してきており，現在では自然植生の大部分が代償植生に置き換え

られている。我々の身近にあるクリ，コナラ，クヌギなどの雑木林，クサギ，アカメガシワ，ノ

イバラ，スイカズラなどのマント群落，ススキ草原，耕地雑草，オオバコ群落など全て人為的な

影響下の置き換え群落；代償植生Ersatzgesellschaftenである。高山帯，亜高山帯ではまだかな

り自然植生が残されているが，ブナ帯では代償植生の面積が広がっている。我々の生活の中心で

ある低海抜地では大部分が代償植生であり，自然植生は臨くわずかしか残されていない。最近で

は代償植生すらも宅地造成などの開発によって姿を消しつつあり，雑木林は本来の自然林ではな

いが人々の憩いの場所ともなっている。代償植生は環境保全，保健環境の役割も自然植生よりも

劣るが果しており，何よりも立地本来の潜在自然植生復元のための一つの基盤となる大切な植生

である。

　今回塩那道路周辺からは道路法面の崩壊地植生，ダケカンバ林，クリーコナラ林，カラマツ植

林などが代償植生としてまとめられた。

　a．森林植生Waldgese蓋1sehaften

　　17．　チシマザサーダケカンバ群落

　　　　Sα8αんπrε」απ8εε鱒βθ’ω」αθrηεαπ琵・Gesei蔓sckafも（Tab．15）

　ブナクラス域上部からコケモモートウヒクラス域にかけての塩那道路沿線には，林床にチシマ

ザサが優占するダケカンバニ次林が生育している。このダケカンバ林はダケカンバ，ミヤマカン

スゲ，コヨウラク，シノブカグマ，コメツガ，シラビソ，カニコウモリを区分種としてチシマザ

サーダケカンバ群落にまとめられた。高木層は高さ12～！9m，植被率は50～80％とあまり高くな

く疎開した三分が多い。ダケカンバが優翻しており，シラビソ，コメツガ，ブナ，ウラジロモミ

などがときおり混生する。亜高木層にはダケカンバ，アオダモ，ハウチワカエデ，ナナカマドな

どが生育している。低木層にはオオカメノキ，コヨウラクツツジ，ナナカマド，ミヤマアオダモ，

オオバクロモジ，ウリハダカエデなどのブナクラスの種群が多い。草本層にはコシアブラ，ミズ
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　Fig・17　チシマザサーダケカンバ群落（長者岳，海抜1，470m）。

535αん♂〃ガ8η3’∫一B餉♂♂αβ〃1zα〃寛一Gesellschaft（1，470m　U　NN，　Chojaga・dake）．

ナラ，リョウブなどの夏緑広葉樹の幼樹のほか，シノブカグマ，シシガシラ，ミヤマイタチシダ，

ミヤマワラビなどのシダ植物，ミヤマカンスゲ，カニコウモリ，オオ黙黙コウモリ，オクモミジ

バグマ，ヤグルマソウ，アキノキリンソウ，マイヅルソウなどの草本植物が生育している。

鐵現種数は29～56種と植分による差が大きい。

　ダケカンバはブナクラス域上部からコケモモートウヒクラス域に広く生育し，シラビソーオオ

シラビソ群集などの亜高山錯葉樹枷こ混生する。また，雪崩地のミヤマハンノキーダケカンバ群
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集のような低木群落，あるいは崩壊地など不安定立地にヤハズハソノキなどと共に先駆群落を形

成するなど立地に対応して様々な群落相観生育形をなしている。塩那道路周辺でも雪崩道とな

っている崩壊性斜面，山谷風の車越する谷筋や風衝斜面ではダケカンバ林が成立している。これ

らの植分については今回ぱほとんど植生調査資料が得られていない。今回植生調査されたダケカ

ンバ林は，道路建設によって成立したシラビソーコメツが林やウラジロモミ林などの代償植生が

大部分である。

　チシマザサーダケカンバ群落は2下位単位に下位区分された。アオダモ，ウラジロモミ，シロ

ヤシオで区分されるウラジロモミ下位群落は，海抜1，470mの地点の急傾斜地に生育している身

分である。ミヤマアオダモ下位群落はミヤマアオダモ，オオバクロモジ，サラサドウダン，オオ

カニコウモリ，ミヤマワラビ，ヤマソテツなどによって区分される。ウラジロモミ下位群落より

も高海抜の海抜1，660，L68Gmの地点から植生調査資料が得られている。調査番号SA12の自分

は，雪崩地に生育する半自然植生である。

　チシマザサーダケカンバ群落はその種組成から，チシマザサーブナ群団，ササーブナオーダー，

ブナクラスに帰属される。

　　18．　タリーミズナラ群集

　　　　CastaPeo－Quercetum　crispuiae　Hor三kawaetSasaki1959（Tab．8）

　ブナクラス域の自然植生は，コカンスゲーブナ群落によって広く占められているが，コカソス

ゲーブナ群落の代償植生としてクリ～ミズナラ群集が成立している。タリーミズナラ群集はオノ

オレカンバ，マルバマンサク，ミヤマシグレ，アクシバによって区分される。高木層，亜高木層

にはヨグソミネバリ，ミズナラ，ミズキ，クマシデ，ホオノキ．ハウチワカエデ，バクウンボク

など多多くの夏緑広葉樹が混生している。低木層にぱコハウチワカエデ，ナツツバキ，ヤマツツ

ジ，クマシデ，ウラゲエンコウ，ヤマボウシなどが生育している。草本層はチシマザサが優臆し

植被率は90％に達する。コカンスゲ，シシガシラ，イワガラミ，アオダモ，ツタウルシなどが生

育している。

　タリーミズナラ群集はブナ林に復元して行く途中相にある植分で，新炭林として維持されてき

たクリーコナラ群集やクヌギーコナラ群集と性格を異にしている。海抜1，500m付近を上限とし

てチシマザサーダケカンバ群落に移行する。

　　19．　ヒメコマツ群落

　　　　P加疏8Pα漉fZorα一Gese1｝sc血aft（Tab．16）

　中塩原の大面道路沿い海抜1，0001nの地点でヒメコマツ林が植生調査された。この植分はヒメ

コマツ，ネジキ，キハギによってヒメコマツ群落に区分された。ヒメコマツ群落は高木層の高さ

14m，植被率50％のヒメコマツの疎林である。しかし，低木層は植被率60％とよく発達している。
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　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．16　ヒメコマツ群落

　　　　　　　　　　　　　　　　P∠’22z6∫ρα1一ηぴ70プα一Ge＄ellschaft

Feld－Nr．調査番号：SA－72，　Hδhe　U．　Meer海抜高：1，000m，

Exposition　u．　Neigung方位，傾斜：W25。，　Gr68e　d．　Probeflache調査面積：150m2，

H6he　u，　Deckung　d．　Baumschicht：1高木層の高さと植被率：14m：50％，

Hdhe　u，　Deckung　d．　Baumschicht－2亜高木層の高さと植被率：5m，40％，

H6he　u．　Deckung　d．　Strauchschicht低木層の高さと植被率：3m，60％，

H6he　u，　Deckung　d，　Krautschicht草本層の高さと植被率：0．2m，20％，

Artenzahl出現無数：34　spp．

Trenearten　d．　Gesellschaft二

　　　　　　　　　群落区分種
　Pガノ躍∫ραブ疲が02「α　　ヒメコマツ

　Lツ・・露0τノαZゲb磁var．8♂勿彦加

　　　　　　　　　　ネジキ
　五8功8漉驚αゐ～487召8ノ’∫　キハギ

Artend，Fagetea　crenatae：
　　　　　　　　ブナクラスの種
α6ア℃π5／2～0πgo〃6召var．9プ0∬83θ7γ伽

　　　　　　　　　ミズナラ

五血7ノ彦αηz6薦ブ＠o加6召マンサク

Rん040晦刀訪80π（μかzgπ4b読〃7Z

　　　　　　　　　シロヤシオ
80プδ鋸coηzη1政：診α　ナナカマド

丑び。読（ψ＠α¢∫π7．置。η如1∫

　　　　　　　　　タカノツメ
Eアzた如漉1如3cαノ～ψα～耀ごα忽∫

　　　　　　　　　サラサドウダン
癒g鰐α躍8πα印　　　　ブナ

Eη窺απ診んz直55㍑ゐ∫β∬ガ♂f5

　　　　　　　　　アプラツツジ
Rん040漉ノZ漉噂0／Zτθα伽πZ〃π

B！3・3

B21・！

B22・2
S十・2

B1　十

S　十

K　十

B21・2
S十・2

B21。2
B2　十

S1・2

B22・3

B21・2

B21・2

S3・3

　　　　　　　　　トウゴクミッバッッジ

　　　　　　　　　　　　　　　　　S1・2
7》4ψ6如♂8ガζτρβπガα4z砿α

　　　　　　　　　ホツツジ　　　　　S1・2
Rゐz‘∫∫1ゴ。んooα厚）α　　ヤマウルシ　　　　S十・2

　V油㍑プπμ醒♪配8∂o彦ノゴ。乃〃π

　　　　　　　　　　オトコヨウゾメ

　30治那αZη．亟疵α　　アズキナシ

　εoプろz硲ゴ｛ψoπfcα　　ウラジロノキ

　E¶αコじ乞π㍑∫♂ωπf9∫ノ．～05α

　　　　　　　　　　アオダモ
　α8孟1〃・α伽加～召1’窃∫リョウブ

　B8癬如∫訪”抜愈ガ　　オノオレカンバ

　五〇〃’ごノrα顔890勉Z盈∫　ウリカエデ

　τ櫛ηzπ〃zノ～．〃τ磁6〃zオオカメノキ

　αz1プ）加π∫面」じゲZo7’α　アカシデ

　仇～‘c加加μo♂励α〃～ゴ1ナツハゼ

　刀θエノπα6πψ0磁　　　アオハダ

　怖伽η〃πτe7．ゴ9』ん’ガ　ミヤマガマズミ

　君667¶5ガθ60Z読αノZZ〃ノ’　コハウチワカエデ

　30ノ窃‘5g’耀‘漉5　　ナンキンナナカマド

　Dfψoη〃π∫〃認αc～ノz㍑ノノz

　　　　　　　　　　チゴユリ
　％6c痂∫㍑〃｝ブ妙ω～ゴcz♂ノη

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アクシバ
　A6誠αゆα疏雇α館　 ツクバネウツギ

　B耀々1εツα如πCεoZ認α　ックバネ

Begleiter　l　　　　　　　随伴種

5・腋9・励9伽御vaギ・α・∫磁α

　　　　　　　　　　アキノキリンソウ
　迎α如漉ん8ノーαプア02で刀≠ゼガ

　　　　　　　　　　ジンバイソウ

S十・2

S十・2

S1・2

S十・2

S1・2
S十・2

S　十

K　÷

S　十

S　十

K　十

S　十

K　十

S　十

S　十

S　十

S　十

1（2・3

K：十・2

K　十

K　十

K　十

K　十

調査地　Lage　d・Aufn：Naka－Sh1obara，　Shiobara－machi，　Shi◎ya－gun　『塩谷郡塩原町中塩原，調査年月日

　Datum　d。　Aufnahme：25．　Sept4982
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尾根状地に生育しており，亜高木層，低木層には，シロヤシオ，サラサドウダン，アプラツツジ，

トウゴクミツバツツジ，ホツツジ，ナツハゼなどツツジ科植物が多いのが特徴的である。草本層

の種組成は貧弱で，草本類はチゴユリ，アキノキリンソウ，ジンバイソウの3種のみで，ほかに

はウリカエデ，アカシデ，ナツハゼ，ツクバネウツギなどの夏緑広葉樹の幼木が生育しているに

すぎない。

　ヒメコマツは岩角地や瘡悪地に生育し，ツガやクロベとともに岩角地針葉樹林；ツガ群団およ

びシャクナゲークロベ群団の主要構成種である。しかしこのヒメコマツ群落は特に岩角地針葉樹

林に結びつく種はみられず，アカマツ群団に属する群落である。

　b．低木群落Geb澁schgeseHschafteR

　　20．　クサギ群落

　　　　CZθ70♂θπcJro泥　εrεcん。♂oηzω配＿Geselischaft（Tab．1ア）

　幅下道路の海抜880mおよび1，000mの2地点でクサギ優占童画が植生調査された。これらの

植分はクサギを区分種としてクサギ群落にまとめられた。クサギ群落は低木層，草本層から成る

2層群落で，クサギが被度・群度4・4，5・5で優占している。そのほか低木層にはキブシ，サルナ

シ，ヤマブドウ，タラノキ，ニワトコ，ニシキウツギなどノイバラクラスの種群やマント群落の

構成種が生育している。草本層はテンニンソウが優占するのをはじめ，ヨモギ，アカソ，フキ，

ヤマハッカ，クサコアカソなどヨモギクラスの種が多い。出現忌数は低木群落としては多く，25，

32種を数える。そのほか，ミズキ，サワグルミ，アサダ，アワブキなどブナクラスの種群もみら

れる。クサギ群落はニシキウツギーミヤマヤシャブシ群集に隣接して生育している。生育立地は

路肩下部の南および南西向きの日当りのよい礫性急傾斜地である。しぼしぼ雨水の流路となる小

谷状斜面のためやや湿性な立地となっているが，雨水によってさらに崩壊が促進される。

　クサギはヤブツバキクラス域からブナクラス域下部にかけての比較的安定した立地では，アカ

メガシワ，タラノキ，ハゼノキ，ヌルデなどとともに林縁生の先駆性夏緑広葉樹：二次林を形作る。

しかし，このクサギ群落は崩壊性不安定立地のため，ニシキウツギーミヤマヤシャブシ群集と種

継成的に類似した植分となっている。

　　21．　ネコシデーヤハズハンノキ群落

　　　　Bθ観αcoγ〃εεfo伽・痴翻S」πα彦sπ7ππrαひGese董董scha墾t（Tab．18）

　ヤハズハンノキは日本海側多雪山地のブナクラス域上部からコケモモートウヒクラス域の雪崩

地や駐留地において，持続群落であるオオバユキザサーヤハズハンノキ群集などの亜高山広葉草

本一低木群落を形成する（大場　！973）。一方，礫性崩壊地においてはダケカンバとともに一早

く侵入し，先駆性低木群落を形成する。塩那道路の法面および路肩斜面には道路建設工事による

崩壊が生じており，ヤハズハンノキやダケカンバの優占植分が生育している。これらの植分はネ
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Lfd．　Nr．＝

Feld－Nr．；

　　　Tab．！7　クサギ群落
α82－o漉π諭一〇π　オ7ゴ。ゐ。’o〃呂z〃ルGesellschaft

　　　　　　　　通　し番号

　　　　　　　　調査番号

Hδhe慧，　Meer（m）：

Exposition；

Neigung（。）：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d，　Strauchschicht　（m）＝

Deckung　d．　Strauchschicht（％）＝

Hδhe　d．　Krautshicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzah1；

海　抜　高
方　　　　位

傾　　　　斜

調査面積
低木層の高さ
低木層の外被率

草本層の高さ
草本層の植被率

出現置数
Trermart　d．　Geselischaft＝

CZ6ノ・06あ。訪一〇ノzかゴ61～o’o〃㍑〃μ

Begユe三ter二

　ε如。んツ～〃・z｛∫ρ1・αβoo¢

ゐθzκ05αψオノー乙‘’πブ砂。π如〃π

R㍑ろZ6ゆαZノノ励‘5　var．69μ砂ゐメZ～45

丑2めz45ぐノη如鯉麹zゴz∬

孟フ‘’8〃z乞∫’αρノ’ガノ～α4＞∫

∠4C8ノ帽〃彦0πo　var．アηαημOrα診Z〃π

A∫孟θrα96剛・読∫var．1zα1ηθf．　Z8z醐競zz西5

α7密〃ノ～ノz吻。／z～‘躍～z

％アーαfα⊃（3r∫∫6々ηだ‘μzα孟α

乃ごα5漉5ゴ砂。／zfα‘3

群落区分種

　クサギ

随伴種

　キブシ

テンニンソウ

モミジイチゴ

クマイチゴ

ヨモギ

エソコウカエデ

シロヨメナ

ナンプアザミ

ヤクシソウ

フキ

S

I（

S

K
K
K
S

K
K
S

K
K
K
K

　1　　　2

SA　　　S
　39　　　48

1000　　880

　S　　SW
　25　　　35

　25　　　36

　3　　　4

　85　　80
α5　　0．9

　50　　　90

　25　　　32

4・4

！・2

5・41

2・2

●

2・3

十・2

十

十

1・2

十

十

十・2

十

十

・｛

1・！

十・2

3・3

1・2

σ

！・2

1・2

十

十・2

1・！

十

十・2

出現1回の種Auβerdem　je　einmal　in　Lfd．　Nr、1：・46功z紐ααノ・9醜αサノレナシS一＋・2，．佐酪‘o～9ηo加θ

　ヤマブドウS一十・2，　W♂g冨α如ご01uニシキウツギS一十，　Bo疏〃～8厚αケ’cμ功∫5アカソK－1。2，

　πεo’74α窺んτ6∫”拶鶴κ∫ヤマハッカK一十，倉87噌06αノッα而04b々αサワグルミS－1・1，　C∂7フ2z6∫60η〃η一

　η群5αミズキS－1。1，5αηめπ‘％∫∫～8加♂4勿zαニワトコS－1・1，K一十，・F》’α：麗πτ‘∫Zαηz＠7～05αアオダ

　モS一十，K一十，　R飯55鷹。α血肥αハゼノキS一十，5α∫α舷1物2癖∫チシマザサKl一十・2，παル
　如goα∫f碗ゴ。αオオバコK一十，　Hン少618∫α〃πθノ¶86オz‘規オ】・ギリソウK一十，聾oZαたμ∫αノzoαノzαオオタチ

　ツボスミレK一十，in　2：ノ47▼α♂∫αe1‘α彦αタラノキS－1・！，（弛Zα∫か忽∫oノ’ろ∫cπZ鷹麗∫var．3か’∫g”o∫μ5オニ

　ツルウメモドキS一十・2，V漉5／78鼎。∫αサソカクヅルS一一卦，　Boθんη～θ1‘∫αgノ甲αc∫♂ガ∫クサコアカソK－

　1・2，R1乙ツπ疏。ψ8アフππηz四81鹿。〃α彦麗ηLシュウブンソウK：一十，0∫診プツαブ妙。ηf偲アサダS一十，魏Z∫o・

　5〃zσ〃リワ勿痴加アワブキS一→一，E2ψ∫61紹ρoりθη訪ηフサザクラS一十，（読”‘α7ψβブψo加如ムラサ

　キシキブS一十，V∫うz‘ノブπ〃多ρ々。磁z｛〃z　var洋。〃’d漉。∫♂‘〃’ヤブデマリ　S一十，　Boe7ηz加g舷7z∫8舷αブ妙。／z’一

　‘αマツカゼソウK一十，M砒召π読鰯5切8π5飴ススキK：一十，五砂。ノ廊β加乃0セrαムカゴイラクサK一

　十，琉oZα9ノ‘ψoo87一α5タチツボスミレK一十，　L∫5ゴηzαc屠αノ＠o痂。αf．∫μ伽65読5コナスビK一十，　A7噂一

　α♂ぬ007＾ぬ彦αウドK一十，盈漉ノ～∫〆｝”0η磁∫αアメリカセンダングサK：一÷，茄η疏αじ鈎‘ノπρψ8rガオπη3サ

　ンショウS一十，％砂漉漉πη’7噂θケ。∫o一ραZεα6餌ノπvaL　ou鷹（4）αZ8α68z〃μ．．ツヤナシイノデK一十，α7roα召α

　フπo臨∫ミズタマソウK一十，C㍑r薦sp．スゲ属の一種Kl一十．

調査地　Lage　d．　Aufn．：Lfd．　Nr．1－2：StraBe　Enna，　Stadt　Kuroiso黒磯市塩那道路，調査年月霞Datum

　d．Aufn．：Lfd．　Nr．1：2．　Sept．1982，2：3．　Sept．1982．
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Flg　18　コケモモートウヒクラス域の崩壊地に生育するネコシデーヤハズハンノキ

　　　　群落（塩那道路海抜1，000m付近）。

　Durch　Straβenbau　verursachter　Rutschhang　lm　Geblet　der　B8孟〃α‘oノ：yZゲbZ’α，A〃zκ∫

〃～α彦勉ノ〃～〃α8－Gesellschaft　Vacclnlo一王）1ceetea（1600m　u．　NN，　Enna－StraBe）．

コシデーヤハズハンノキ群落およひクマイチゴーダケカンバ群落に区：分された。

　ネコシデーヤハズハンノキ群落は，ヤハズハソノキ，ネコシデで区分される。高さ1～2mの

ヤハズハンノキ優占植分である。低木層．草木層から成る2層群落で，低木層にはヤハズハンノ

キのほか，ネコシデ，ダケカンバ，クマイチゴ，ニガイチコ，キツネヤナギなどが生育している。

草本層にはヒメノガリヤス，フキ，クマイチゴ，ミヤマニガイチゴ，ヤマブキショウマ，オトギ

リソウなどの崩壊地生の種やミヤマワラビ，アキノキリンソウ，サルナシなどが生育している。

出現謙譲は！0～16種である。

　ネコシデーヤハズハソノキ群落は，人頭大の大礫の崩積地や礫性崩壊地に生育しており，クマ

イチゴーダケカンバ群落よりも礫の多い貧養な立地である。特別の区分種を持たない典型下位群

落とニガイチゴ，キツネヤナギ，ヤマブキショウマ，オトギリソウにより区：分されるニガイチゴ

下位群落に区分される。
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Spahe：

Lfd．　Nr．：

Feld－Nr。：

　　　Tab．18ネコシデーヤハズハンノキ群落
　　88護z4♂α60ノ＝ゾ0勉Z∫α哩4」π螂ノノzα魏〃ノz〃層α8－Geseユlschaft

a：Typishe　Un亡ereinhdtタ無型下位群落

b＝Unterelnhelt　von　Rz♂ゐ鰐〃碗ノー砂妙Z伽∫ニガイチゴ下．位群落

　　　　　　　　オ洋　　落　　言己　　号　　　　　　　　　　　　　　　　｝　l　　　　　　a

Hδhe菰Meer（m）：

ExpOS｝tion：

Neigung（O）＝

Gr6Be　d。　Probeflache（m2）二

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　K：rantschicht（m）：

Deckung　d．　Krau亡schicht（％）：

Ar亡enzahユ：

通し番号
調査番号

海　抜　 高

方　　　 位

倒　　　 斜

調査面積
低木層の高さ
低木層の植被率

草本層の高さ
草本層の植被率

出現画数
Tエennarten　d。　Gesellschaft：

　〆1♂ノZ麗∫ノ1彦α孟甜4／1Zμノーα6

　β6細1π60り11哲）〃α

Trennaten　d．　Untereinheiten：

　Rμ玩∬〃瓦0’8（ψんツZZZ‘∫

　8αz認ηz‘砂∫ノ～α

　み1Wα‘54！0ガα‘∫var．置8η麗加伽5

　恥ψ8プfα〃厚8’‘¢ご加‘ノμ

Begleiter：

　β6孟μ／α87フ〃αノ～ガ

　CαZαノμ9”03廊∫ツ。ん0∫ご8η∫8

　窺オα読8∫ブ妙。η∫αz5

　Rめ～．‘∫61帽α孟α89ケbZ認5

P加9砂’6’8お60ノ〃z86彦液5

＆，♂ピ・廊9・冨7”9απ7でαvaτ．α5∫α’加

ノ～πみ♂45ん08ゐノZ8αノZμ∫

．4‘’加∫4忽αノ召z‘如

群落区分種

　ヤハズハンノキ

　　　　ら　不コシア

下位群落区分種

　ニガイチゴ

　キツネヤナギ

　ヤ・マブキショウマ

　オi・ギリソウ

随伴種

　ダケカンバ

　ヒメノガリヤス

　フキ

　クマイチゴ

ミヤマワラビ

アキノキリンソウ

ミヤマニガイチゴ

サルナシ

S

S

S

S

K
K

S

K
K
S

K
K
K
K
K

lb
　1　　2　　3　　4　　5

　SSA　 SSASA
　31　　　16　　　26　　　ユ5　　　14

1565　1600　1740　1750　！750

WSN
35　30

18　10
2　　1

90　70
0，6　0．3

40　30
10　玉5

NNWNW
45　30　30
50　15　　4
2　1．2　1．5

70　70　60
0．3　0．4　0．4

30　50　50

15　16　13

｝5・44．44’44．43・4

1十　十　十　十　十

●　　　　　　●

o　　　　　　o

●

○　　　　　　働

・　　　2・3　十・2i

・　　1●1　】．●！；

・　i十・2千・21

・　十十・2；

1●！　1●2　1●2

・　十・2　1・2

・　十　十。2

・　　・　十・2

・　十・2　・

・　十・2　1・2

・　十。2　・

！・2　2・3　・

・　　十　　・

。　十

2・3　3・3

1・2　十

十　　・

・　十・2

。　十。2

十　1・2

・　十

・　十

出現1回の種　AuBerdeユn　je　einmal　in　Lfd．　Nr．1：5α∫α々乙‘7噌∫Z8ノ～∫∫∫チシマザサK－！・2，5α」耽∂α級。バ

　ッコヤナギS一十，E鍛α加励z‘∫6αノπραノ認α飽∫サラサドウダンS一十，α8読ノ層αゐα’8ゐ加εr・びf∫リョウブ

　S一十，Aろ～θ5ん。〃zo陀1）∫∫ウラジロモミK一十，施Zoπ乱4，∫f∫oガe1．～‘α”5ショウジョウバカマK一÷，

　Cαノ’∬sp，スゲ属の一種K：一十・2，吾8ηα漉ゐ8∫αω1．ガb♂如フクオウソウK一十，　in　2：＆z戴5槻αノz8ノ～5ゴ5

　クマイザサK：一3・3，1乃ψ♂82つ1＠〃フ卸僧68∂痂クロヅルK一十，孟。¢1w’∫6ノ”ωz飢1πコミネカエデKl一十，

　Cα1僧θ£40Zf6ん。∫’αc1L二yαvar．　gZα6ε1‘7’カ2～αミヤマカンスゲK一十，　in　3：五‘αη晒（ψα’uエ∫c如♂（4漉ツZZof4θ5

　コシアブラ1（一十，B8彦z‘Zα9ro∬αヨグソミネバリ　S一十，5c1L舵（ψんノu9〃3α1z：yみαノzg召。∫漉∫イワガラミ

　K一十，T1ゴ！）8如’8如ρα痂‘z‘‘α彦αホツッジS一十・2，　K一十・2，　Eu躍加z‘∫砂81閣’蕗g‘‘αノ〃旋1層αミヤマアオ

　ダモK一十，・4耀訪加。盈57ノ耀あ68シノブカグマK：一十，in　4：”砿∫．z4961”o鰭var．∂1亀6ηψβ4瑚α‘Z磁α

　アカミノイヌツゲS一（1・1），Co7書8エgヴ≧’θア～5∫∫クロヒナスゲK－2・2，　Z）7櫓ッ（ψ記ノ廊磁∫孟1「∫αcαシラネワ

　ラビK一十，Cα78θ即。πoε∫ハリスゲK－1・2，501わん5‘oノノ〃加鋤αデナカマド　S一十，5αZ揺∫漉8g”αイ

　ヌコジヤナギS－1・1，in　5：しのαπo彦おco7魑θαノzαイブキボウフワK：一十，α7『cα8ααゆ～παミヤマタニタ

　デK一÷。
調査地　Lage　d．　Au魚．二Lfd．　Nr4～5：Berg琉rugatake臼留賀岳．

調査年月日　Datum　d．　Aufnahme（1982）：L．fd．　Nr．1：1．　Sept．9月1日，2～5：3L　Aug．8月3！日，
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　　Fig。19法面に先駆的に生育するニシキウツギーミヤマヤシャブシ群集

　　　　　　　（塩那道路海抜！，！00m）。

AufdemHangalsPionier－GebUch　vorkolnmendes　Weigelo　decorae－Alnetun
hi「telIae（1，100m　U，　NN，　Enna．StraBe）．

　　22．　ニシキウツギーミヤマヤシャブシ群集

　　　　Weigelo　decorae・Al臓etum組rtellae　Ohba，　Sugawaraet　OhRo　19ア8

　　　　（Tab．　19）

　ブナクラス域の崩壊地法面に最も広く生育しているのがヤシャブシである。ヤシャブシはニシ

キウツギ，ヨグソミネバリ，ヤマハンノキなどと低木群落を形成している。このようなヤシャブ

シ林は大場らによっても報告され（大場・菅原・大野　1978，0hba　u．　Sugawara　1979），ニシキ

ウツギーミヤマヤシャブシ群集にまとめられている（大場・管原　1981）。ニシキウツギーミヤマ

ヤシヤブシ群集は太平洋側のブナクラス域を中心に生育する崩壊地先駆生低木群落である。ニシ

キウツギーミヤマヤシャブシ群集はヤシャブシ，ニシキウツギを標徴種，タラノキ，ヨグソミネ

バリ，ミズキ，モミジイチゴ，ヨモギ，アオダモ，ヤマハンノキをネコシデーヤハズハンノキ群落

に対する区分種とする。ミヤマヤシャブシはヤシャブシの有毛型で，連続的に変化しておりヤシ

ャブシとの区：別が難しく，ミヤマヤシャブシを含めた広義の意味でヤシャブシが用いられている。

　ニシキウツギーミヤマヤシャブシ群集は高さ2～3mの野分が一般的であるがときには5mに

達し，2～3層群落を形成している。ニシキウツギーミヤマヤシャブシ群集は3亜群集に下位区
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　　　　　　Fig．20　ブナクラス域の一塩那道路沿いの植生配分模式図

　　Schema　der　Verteilung　der　Vegetation　entlang　der　Enna－StraBe　im　Gebiet　der

　　Fagetea　Crenatae
a：コカソスゲーブナ群落Cαrε¢紹f／zff一施gπ56rβノz碗α一Gesellschaft

b：道路法面Hang
c：ヒメガリヤス群落，アカショウマーフキ群落CαZαη～αg1η∫孟f∫1～αた。ノ～6η∫ガ∫一Gesellschaft

　und　A5毎♂ろβ　〃3配η6（～ノ‘gf∫一Pβオα∫髭8∫ブα1）07z∫cz∠∫一Gesellschaft

d：クマイチゴ群落，モミジイチゴ群落R勲㍑∫6rα頗8gびbZ飯∫一Gesellschaft　und　R祝∂z孟∫

　ραZ〃3α諺∫var．　coノ）孟oρんメ盈5。Gesellschaft

e：ニシキウツギーミヤマヤシャブシ群集Weigelo　decorae・Alnetum　hirteRae

f　：道路Straf3e

分された。シロヨメナ亜群集はシロヨメナ，ウスノキ，トウゴクミツバツツジ，キハダ、オトコ

エシ，フサザクラ，クロモジによって区分される。ヤマハンノキの優占する植分も舎まれている。

豊富な種組成をもち平均出現種類は38種を数える。クマシデ亜群集はクマシデ，ミズナラにより

区分される。路肩および緩斜面の他の下位単位よりも安定した立地であるため，クマシデ，ミズ
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ナラ，ナツツバキなどのブナクラスの種群が生育している。キブシ亜群集は全体的に日当りのよ

い南向斜面に生育しており，キブシ，アカソ，フジウツギ，クロイチゴ，タチツボスミレによっ

て区分される。

　ヤシャブシ類は河川の増水，洪水などによって撹乱され不安定立地となっている河床や洲にお

いても，崩壊地斜面と同様な相観種組成をもった植分を形成する。このような植分は今圃は植

生調査されなかったが，那珂川上流の河床からヒメノガリヤスーヤシャブシ群集が報告されてい

る（宮脇・奥田・藤原1971）。ヒメノガリヤスーヤシャブシ群集は，アカシデ，パイカツツジ，

コハウチワカエデ，クマシデ，エンコウカエデなどブナクラスの種群が多く，ニシキウツギーミ

ヤマヤシャブシ群集に含まれるものと考えられる。

　　23．　クマイチ：ゴーダケカンバ群落

　　　　R郡b腐scrαオαeσεfo麗廊8＿Beまμ置αθrη葛απεε＿GeaeUsc歴aft（Tah．20）

　クマイチゴーダケカンバ群落はネコシデーヤハズハンノキ群落と同様に，コケモモートウヒク

ラス域の崩壊地法面に生育する先駆性低木群落である。ネコシデーヤハズハンノキ群落とはダケ

カンバが優占すること，およびイタドリ，クロヅル，ノリウツギにより区分される。植分により

種組成の違いが大きく，区：数種群のほかクマイチゴ，フキ，ヨツバヒヨドリ以外はすべて出現1

回の種であり，崩壊地植生の一つの特徴を表している。出現種類は9～17種である。

　クマイチゴーダケカンバ群落は時間の経過，土地の安定化にしたがってチシマザサーダケカン

バ群落を経てシラビソーオオシラビソ群集に遷移してゆくものと考えられる。

　　24．　モミジイチゴ群落

　　　　R郡δ駕8pαε7πα彦ω8　var．　cop加pん〃π郡8－Geselischaft（Tab．21）

　崩壊地法面でも上部に隣接するブナ林など森林群落やササ草原などの表土が崩積し，比較的富

栄養な立地となっているところがある。このような立地にはヤシャブシにかわってRめ鰯キイ

チゴ属の低木植物が群落をつくっている。

　モミジイチゴ群落はモミジイチゴにより区分されるモミジイチゴ優占植分である。高さ0．7m

の疎開した植分で，ほかにクマイチゴ，クロイチゴのキイチゴ属，テキリスゲ，フキ，クロモジ

などが生育している。法面上部のブナ林から土壌がかなり厚く崩積したキイチゴ属の群落の申で

も富養な立地である。

　　25．　ミヤマこかイチゴ群落

　　　　Rπδ配8ん。θんπεαππ8・Gese｝lschaft（Tab．21）

　ミヤマニガイチゴ群落はブナクラス域上部の法面下部，路肩に生育しており，区分種のミヤマ

ニガイチゴが優占している。ミヤマニガイチゴの高さは30em程であるが，クロイチゴやチシマザ
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Lfd．　Nr．：

Feld．Nr．；

　Tab．20　クマイチゴーダケカンバ群落
Rπ6～据α一α彦αθgぴb♂∫7‘∫．B8彦μZα61・〃厩ノz∫∫一Gesellschaft

　　　　　　　　通し番号
　　　　　　　　調査番号

H6he　U．　Meer（皿）：

Exposition＝

Neigung　（。）：

Gf66e　d，　Probeflache（m2）：

Hδhe　d．　S亡rauchschich亡（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）；

H6he　（玉．　Klrautschicht　（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）；

Artenzahl：

海　抜　高
方　　　 野

趣　　　　斜

調査面積
低木層の高さ
低木層の植被率

草本層の高さ
草本層の植被率

出現回数
Trennarten　d．　Gesellschaft：

B（～孟z‘zα81フπαηfゴ

理y劾一一9召αραπ∫膨zα如

　1乃ψ‘αツ9ごz〃μプθ9β膨

　アb如goノ鷹〃」α65が4α孟z‘1π

Begleiter：

　Rπ加∫α［α如θ9ぴb〃μ∫

　麗孟α5漉∫ブ砂。／z’α‘5

　万砂αオ0プ加ノ凄6ゐ’ノzθノz∫8var．5αごんα伽8ノ～∫8

群落区分種

　ダケカンバ

　ノリウツギ

　クロツル

　イタドリ

その他の種

　クマイチゴ

　フキ

　ヨツバヒヨドリ

　S
　S
S，K

　K
S

K
K

　1　　2

SA　SA
　64　　11

1680　　1670

SE　　－
　30　　G

　6　　8
1．5　　2

　70　　70

02　0．5
　30　　50

　9　　17

　3

　S

　21

1660

SE
　25

3．6

L2
70

16

4・4　　4●4　　3●3

十　　・　　1・2

・　　1・2　1・2

・　　1・2　　十

。　　2。2　牽・2

・　　2・3　十

。　　2・2　十・2

幽現1回の種　AuBerdem　le　einmahn　Lf（1。　Nr．！：Cαr薦プ罐05∠∬’〃鵡オクノカソスゲK－2・2，　Cα7即

。鱒，α1z47uヒメスゲK－1・2，　Ag1’05彦’5　c♂αηα‘αヤマヌカボK－！・2，α〃ε飴ψ鰐uαご8’『∫〃αオオバショウ

　マK一十・2，耳y少8’層∫o麗〃z8r66臨ノノaオ1・ギジソウK一十・2，τ碗∫g4α110ノ摺’8／z∫’∫タニウツギS－1・2，r

・4’1zッr蝕〃zッ盈。∫c8ノ～∫εヘビノネゴザK～十，　in　2：Cor5，♂～655’凶oZガαノ～αツノハシバミS－1・1，3α1飽sp．

　ヤナギ属の一種目一＋，Aπζψ1Lα薦〃δα’痢gα1‘加‘齪var．侃gz‘漉。ノーヤマハハコK：一＋・2，んz8β批αρz6．

ろ8∫‘8／z∫シシウドK一十，A飯郎η碗ご1読シラビソK：一十，λ痂∫‘αη”濯∫∫加召ノz∫おススキK一十，5αZ㍑

　ηz4ρf7～αキツネヤナギS－1・2，5α∫αん雄πθノ麟5チシマザサK－2・3，　P舵goμβ1廊68朋80躍f5ミヤマワ

　ラビK一十，3clz加oρゐノu9〃協1Lツ41一αノzgβo∫48∫イワガラミK一十，501∫4αgoη∫79αz〃でαvar．α∫’αだ。αア

　キノキリンソウK－1・2，i且3：βo‘認αco1㌃y♂ゲb♂∫αネコシデs－2・2，5α」㍑δα競。バッコヤナギs－

　2・2，501わz‘∫co〃〃π耽如ナナカマドS一十，　Aご8ノ幽〃1∫c1’απ彦1沼ノノ多コミネカエデS一十，・4c8r　1・瞬ノz8ノ’肥

　ウリハダカエデS一＋，Cα7‘β躍♂oZ乞61zo∫如6勿αv駐r・gZαδ8ノア”παミヤマカンスゲK一＋・2，孟6α』3∫罐oZ一

　読απμノπコハウチワカエデS一＋，丁躍8π読η81‘∫σbZ忽コメツガS一＋，　Eノ癒α7zぬ∬ぐα〃ψα7z認α印∫サ

　ラサドウダンS一十，

調査地　Lage　d．　Au魚．；Lfd．　Nr4～3：Berg　Ojikadake，　Stadt　Kluroiso黒磯市男鹿謡．

調査年月環　Datum　d．　Aufnahlne（1982）：Lfd，　Nr．1；25．　Sept．9月25β，2，3；31．　Aug．8月31日．

サが生育している植分では群落高は1m程になる。チシマザサ，ヘビノネゴザ，テキリスゲ，ク

ロイチゴなどが生育しているが，ミヤマニガイチゴに特に結びつく種はみられない。小～中礫の

あまり多くない土壌に生育している。
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誌識

纏

嚢旧

例

　　Fig．2！路肩に生育するクマイチゴ群落（塩那道路，海抜1，600m）。

Am　Wegrand　w紬st　manteiartig　Rκ∂～‘∫crα置αdgケb伽∫（1，600m症NN，　Enna－StraBe）．

　　26．　クマイチ：ゴ群落

　　　　1己麗わ郡s　crαfαeσεfoZεπ8．Gese茎lschafも　（Tab．21）

　クマイチゴはネコシデーヤハズハソノキ群落，ニシキウツギーミヤマヤシャブシ群集などの崩

壊地先駆低木群落や，ヒメノガリヤス群落やフキーヤマハハコ群落にも生育し，法面に生育して

いる種のなかで最も広い生育域をもっている。したがって，クマイチゴを主体とした群落単位を

抽出するのは難しいが，クマイチゴの優占する幾分はクマイチゴ群落にまとめられた。クマイチ

ゴ群落はクマイチゴが被度3～5で優馨している。群落の高さは0．6～1．5磁と植分により異って

おり，1～2層群落を形成している。

　クマイチゴ群落は更に2下位単位に区分される。ミヤマニガイチゴ下位群落はミヤマニガイチ

ゴにより区分されるクマイチゴとの混生群落である。出現種類はクマイチゴ群落中最も少なく，

8，！0種である。キツネヤナギ下位群落はキツネヤナギ，アキノキリンソウ，オクノカソスゲに

よって区分される。小～大礫の堆積した立地に生育している。キツネヤナギ下位群落は更にブナ

下位群落，ネコシデ下位群落に区分される。
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　C．良縁性つる植物群落（マント群落）hia皿eR・reiche簸antelgese1董schaften

　　27．　サンカクヅルーサルナシ群集

　　　　V圭t三flexuosae・Actinidietu順a駕gutae　OhbaetSugawara　i980（τab．22）

　ブナクラス域の林縁や，伐採によって単木的に残された樹木には，ヤマブドウ，サルナシ，サ

ンカクヅルなどのつる植物が樹冠に達するほどからみついて生育している。これらの植分は林縁

講艦レ

Fig．22　ヤマブドウの優占するサンカクヅルーサルナシ群集（塩那道路，海抜1，100m）。

　Viti　flexuosae－Actinidietum　argutaemitdo面nierenderV～漉co∫g／z西αθ
　　（1，100m　U。　NN，£nna－St「aBe）・
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Lfd．　Nr．

Feld－Nr．（S一）：

Datum　d．　Aufn。（1982）：

H6he廿．　Meer（rn）：

Exposition：

Neigung　（o）＝

　　Tab．22　サンカクヅルーサルナシ群集

Viti　flexuosae－Actinidietum　argutae

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）＝

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d。　Vegetation（％）；

Artenzah1：

通　し　番号

調査番号
調査年月日

海　　抜

方

類

調査
植　　生

全

出

面

植被
現種

高

位

斜

積

高

率

数

Kenn．u．　Trennar亡en　d．　Ass．：

　韓オε∫co’9フ2e卿8

　Ac’∫7z耀αの9雄α

　確∫ガ∫プZθ鼎05α

Sonstige　Arten．＝

ノlrα♂∫α8♂αオα

乃一α加曜∫♂απμ9ガπ05α

Cθ♂α5’rμ50r腕α泌α舐∫

R～‘ろz65‘プα伽9ヴb伽5

群集標徴種・区分種

　ヤマブドウ

　サルナシ

　サンカクツル

その他の種

　タラノキ

　アオダモ

　ツルウメモドキ

　クマイチゴ

　1　　2　　　3

　38　　43　　3

　9　　9　　8
　1　　2　　30
1260　　1！00　　1140

　－　SW　SE
　O　　30　　25

　42　　3G　　30

　7　　2　　5
100　　100　　100

　9　　15　　13

5●54●45’5P
2：31：13：／

十・2　1・1　　十

十・2　1・1　　・

1・2　　・　　十

　・　　1・2　　十

出現1圓の種　Auβerdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr．！：Cα’ψf川己∫ブ砂ωz‘cαクマシデ2・2，翫9π56’で1zα彦αブ

　ナ1・1，KαJoρα〃α認がご伽∫ハリギリ1・1，　Acθrブ（ψoη如〃πハウチワカエデ1・1，　in　2：乙加48rαπ〃3ろ8一

”α如クロモジ1・1，滋。び〃漉ノ’π麗ノユ〃ノμコミネカエデ1・1，ノ38加筆〃娩τ∫〃砂脚∫儒如〃βウダイカンバ1・1，

　五co7幽漉5彦メz〃πヒトツバカエデ＋，αθ〃Lプαδα’窃ノz8rびゴ5婆ヨウブ十・2，　L8zκ05cθPケ観βブαρo疵。～〃πテ

　ンニソソウ十，・4Zノ臨5戸ブ〃雄ヤシャブシ十，3α♂f」じ6α姫。バッコヤナギ！・1，　in　3＝E砂‘6」θαρo♂ッαπ・

　凶暦αフサザクラ1。2，Bo6ん1〃6r惚珈α磁コアカソ十。

調査地　Lege　d．　Aufn．（Stra8e　Enna塩那道路）：Hd．　Nr．1，2：Stadt　Kluroiso黒磯市，3：Shiobara

　machi，　Shioya－gun塩谷郡塩原町．

に生育するマント群落としての役割を果しており，大場・菅原（1980）によるサンカクヅルーサ

ルナシ群集にまとめられる。サンカクヅルーサルナシ群集は優占するヤマブドウやサルナシ，サ

ソカクヅルを主として構成され，それらによって標徴・区分される。コカソスゲーブナ群落やカ

ラマツ植林の林縁に生育しているが，何らかの原因で破壊された林縁に多く，斜面崩壊によって

タラノキ，クマイチゴ，アオダモなどの低木林となっている所にも旺盛に生育し，樹冠を占有し

ている。沢に面した立地に多い。

　サソカクヅルーサルナシ群集はアオダモ，クマシデ，ブナ，ハリギリ，クロモジ，コミネカエ

デ，ウラゲエソコウ，マユミなど，その支持群落の構成種であるブナクラスの種が多く生育して

いるが，ヤマブドウ，サルナシ，タラノキ，クマイチゴ，ツルウメモドキ，ノリウツギなど林縁

生つる，低木で標徴されるノイバラクラスの植生である。日本海側のキクバドコローヤマブドウ

群集に対応する太平洋側のブナクラス域に生育するマント群落である。
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　　28．　クマヤナギ群落

　　　　Bθrc1あε〃z，α　rαoθ正η08α＿Gesellscha｛t　（7ab．　22）

　中塩原側の海抜！，050mの地点でクマヤナギの優占三分が植生調査された。この植分はクマヤ

ナギが被度・群度5・4で優占するほか，キクバドコロ，ボタンヅルを区分種としてクマヤナギ群

落に区分された。クマヤナギ群落は路肩の崩壊性斜面に生育しているニシキウツギやクサギを支

持植物として生育しているが，枝を伸長させて地面を鯛劒している部分もみられる。オニツルウ

メモドキ，コゴメウツギ，ミツバアケビ，モミジイチゴ，タラノキ，ニシキウツギ，クサギなど

林歌劇のつる，低木が多く，マント群落を形成している。

　クマヤナギ群落は，スイカズラーヘクソカズラ群団，トコロークズオーダー，ノイバラクラス

にまとめられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．23　クマヤナギ群落

　　　　　　　　　　　　　　　B6ノーclz8ノ〃’αノ・αご8〃βo∫α一Gesenschaft

Feld－Nr．調査番号：SA－30，　H6he且．　Meer海抜高：1，G50皿，　ExpGsition　u，　Neigung：方位，傾斜；NW

450，Gr6Be（L　Probeflache調査面積：24m2，　H6he　u．　Deckung　d．　Vegetation植生の高さと植被率：2m，

100傷，Artenzah1出現種目：24　spP，

Trennarten　d．　Gesellschaft　l

　　　　　　　　　　群落区分種
　β8’℃ゐ6〃z如7闇αc8規。∫α　クマヤナギ

　C6♂α∫〃裾・’窃α‘♂ζZ彦～‘∫var．5〃聖沼・5～‘5

　　　　　　　　　　　オニツルウメモドキ
　αω1κ漉5‘ψ∫ヴb百α　　オミタソヅル

Artend．Roseten　multiflorae＝

脈ぬα‘1一施zゴα如

5孟〔ψ1zπ〃αη♂1・α～〃‘ど∫α

1万0∫CO’”8α5ゆ彦8ノ〃♂0∂α

ノイバラクラスの種

ミツハアケビ

コゴメウツギ

キクバデコロ

Rκ諏5廻〃励4∫var．・曜9帥メZ郡

モミジイチゴ

タラノキ

5・4

1。2

千

　∠4ノ・αzガα8♂α孟α

Beg】eiter：

τ碗ピ96♂α4eco1一σ

L加漉ノ8α～〃め8Zん拡α

ニシキウツギ

クロモジ

！・2

！・2

！・2

十・2

十

2・2

1・2

乙8ψ84薦α玩ご。♂orf．αぐ～‘∫吻磁

　　　　　　　　　　ヤマハギ
ぬ1加」じε～8ど∫4ピ磁～C認‘Zオαヤクシソウ

α81－048〃♂1－0π〃’ご／20∫0〃Z〃π

　　　　　　　　　　クサギ
M∫30ωπんε‘55か18π5∫5　ススキ

CZ6〃’α爵舘α〃5　　　　クサボタソ

ノレ砂加∫如ρ’ゴ〃‘8が　　ヨモギ

琵置α麟θ∫ノ妙0加α‘5　　フキ

R麗房ααんαノ昭　　　　　アカネ

孟4θノη♪1ZOノ’α1ぞノ〃0ψ興07U

　　　　　　　　　　ソバナ
飾〃Zα〃雇おゴ‘ψ0ノ漉α　マンサク

Rz磁∂80窺αZαご疏如如　　オォハンゴンソウ

・4π98♂∫0αノ）～め8詫θノZ∫　　シシウド

＆肥。如7瑠μorc㍑5∫∫　　キオソ

Boθ1z〃招厚αヵ廊κゆか∫　アカソ

1・2

1・2

1・！

1・玉

目。2

十

÷

十

調査地　Lege　d．　Aufn．；Nakash五〇bara，　Sh三〇bara－machi，　Shioya－gun塩谷郡塩原町中塩原，　Datum　d．　Au・

　fn，調査年月臼＝　1．　Sept．1982．

　　29．　クロヅル群落

　　　　TrεP’εr〃σεμ’πrθρθ麗ε圃Gese1玉scぬaft（Tad．24）

　法面下部や路肩の小～中礫の堆積した立地には，つる植物であるクロヅルの優占植分が生育し

ている。この植分はクロヅルを区分種としてクロヅル群落にまとめられた。糊旬したクロヅルが
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Spalte＝

Lfd．　Nr．：

Feld＿Nr．：

　　　　　　　Ta1）．24　　クロヅル群落

　　　　　7》方）妙なyg’ど〃μ’で9θ々ムGesellschaft

alUntereinheit　Von∫《z‘∂κ∫びα彦α8gヴb”z‘5クマイチゴ下位群落

b：Untereinheit　Von　A〃z♂‘5．戸1wαヤシャブシ下位群落

Datum　d．　Aufエ1．（1982）；

H6he荘．　Meer（m）：

Exposition：

Neigung　（。）＝

Gr6Be　d．　Probefl互che（組2）：

H6he　d。　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）＝

Artenzah1：

群落記号
通　し番号
調査．番号

調査年月日

海　抜　　高

方　　　　位

傾　　　　斜

調査川州
植　　生　　高

全植被率
出現千三

Trennaft　d．「Gesellschaft： 群落区分種

　クロツル

下位群落区分種

　クマイチゴ

　フキ

　ヤシャブシ

随伴種

　チシマザサ

1・1b1　1　　2

SA　　S
　7　　23

　8　　8
31　　3！

1600　1680

－　　E

　O　　5

　6　1，5

　60　　50

　90　100

　4　　4

　3

　S

　29

　9

　1
1610

S

30

6

50

95

5

　4

SA
　77

　6

　26

1250

　S

　25

L5
　70

　60

　9

　7う層4｝‘θッgガμ〃多ノでgθ”∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14・4　　5●5　　5●5　　3．3｝

Trennaten　d．　Untereinheiten：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

R・∂…畝・磁b伽・　　　　　　　　　　　　　レ．2i2予2i・　．
島姻オe∫ブ妙・’珈・　　　　　　　　　　　　　　i…！・1　＋…．　．
脇…ル〃沼　　　　　　　　　　　　　　　ド∵一－一曲曲∵巨二ゑ一．．一一再
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　－r』一“．．…而『一’一…’Begleiter：

　3α5αたz〃ゴ♂θπ∫∫5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・3　　2・2　　！・2　　　．

出現1回の種　AuBerdem　le　einmal　in　L，fd．　Nr．3＝βe’κZαθr〃εαノ癖ダケカンバ　十，5αZ謡δα妖。バッコ

　ヤナギ十，in　4＝ノ1ごθ’∵～葬〃ω望6ウリハダカエデ十・2，乃躍α翅ノz～‘5♂α’臨g”zo∫αアオダモ　十・2，　Ez4，α一

　孟。’層∠扉〃’cん∫〃θノ～36var．3‘zo1Lα〃z8’z56ヨツバヒヨドリ十。2，勘Zツgo／z～〃πcz65カ∫4α彦～〃μイタドリ十，露rαム

　認’審漉ノ漉ごμ畦引ヤクシソウ浄，B8砲如gフマ）∬αヨグソミネバリ＋，　Cα厚》∫ノ観∫ノ曜）oπ記αクマシデ＋，

調査費　Lege　d．　Aufn，＝Lfd・Nr．1～2；Berg　K：anomatadake鹿又岳，3：Berg　Hirugatake　lヨ留賀岳

　4：StraBe　Enna，　Stadt　Kuroiso黒磯市三隅道路

優占しているほか，爽委性化したチシマザサ，クマイチゴ，フキ，ヤシャブシなどが生育している。

出現種類は4～9種である。

　クロヅルはブナクラス域の林縁にノリウツギ，ニシキウツギ，ハナヒリノキなどとともにマン

ト群落を形成するが，このクロヅル群落はマント群落とは縮観立地を異にした崩壊地植生とし

て生育している。クロヅル群落は平坦地および緩斜面に生育している。クマイチゴ，フキにより

区分されるクマイチゴ下位群落と，急傾斜地に生育するヤシャブシにより区分されるヤシャブシ

下位群落に下位区分される。
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　d．　崩壊地・法面草本植物群落

　　　Krauもige　Pflanze猟gesellschafte皿ap　den　erodierte餓H激gen

　　30．　ヒメノガリヤス群落

　　　　0αεα配αρro8甜s　hαん。π8πsεs－Gesellschaft　（7ab．25）

　基岩を切り崩して形成された道路法面は，基岩の破砕片が崩積した不安定騒騒立地となってい

る。このような立地には，ダケカンバ，ヤハズハンノキ，ヤシャブシ，クマイチゴなどの先駆性

木本類よりもヒメノガリヤス，ヤマハハコなどの多年生草本類が先に侵入し群落を形成している。

　ヒメノガリヤス群落はヒメノガリヤスを区分種としてまとめられる。ヒメノガリヤスが難度・

群度5・4－5・5で優黙しており，コガネギク，製麺バノヨツバムグラ，ミヤマワラビ，ヤマブキシ

ョウマなどの多年生草本植物が混生している。出現曝露は6～10種である。

　ヒメノガリヤス群落はヤマブキショウマ，オトギリソウによって区分されるヤマブキショウマ

下位群落とフキ，クマイチゴ，ダケカンバによって区分されるフキ下位群落に下位区分される。

ヤマブキシ・ウマ下位群落は傾斜角度45。を越え，フキ下位群落よりも急斜面に生育している。

　ヒメノガリヤスは法面の露出した基岩上の小テラス状地にもほぼ純群落を形成しており，ヒメ

ノガリヤス群落は基砂の破砕，崩壊に伴ってヒメノガリヤスが侵入し成立したものと考えられる。

Fig．23礫性崩壊鯵面に生育するヒメノガリヤス群落（塩那道路，海抜！，670m）。

Auf　steinigen　Hang　wachsende　CαZαノ〃α9フη∫’～51～αた。〃8〃∫∫5－Gesellschaft（1，670m員・NN，

Enna－Stra13e）．
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Spalte：

Lfd．　Nr．；

Feld－Nr．：

　　　　　　Tab．25　ヒメノガリヤス群落
　　　　　CαZα〃～αgro∫診f51Lα々。η6π∫∫∫・Gesellschaft

a：Untereinheit　voL4読♂68〃Lz〃z∂6プgffアカショウマ下位群落

b：Untereinheit　von　R～’α∫あθ∫ブ妙。／z∫‘z4∫フキ下位君羊落

　　　　　　　　　群落記号　　　臼・

Datum　d．　Aufn。（1982）：

H6he　U．　Meer（m）：

Expos玉tion：

Neigung　（O）＝

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）＝

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

通し番号
調査番号

調査年月環

海　　抜　　高

方　　　　位

傾　　　　斜

調査面積
植　　　　高

植　被　率

出現忌数

1b 1
　1　　2　　3

SA　SA　SA
　20　　19　　63

　9　　9　　9
　1　　1　　25
1570　　1580　　1670

SE　S£　SE
　50　　45　　30

　5　0，4　　3

　40　　40　　40

　80　100　　95

　6　　6　　9

　4

SA
　67

　9

　25
1810

W
20

6

30

95

10

Trennart　d．　Gesellschaft：

　CαZα〃zα9γo漉∫んαた。ノ～6η∫ガ5

Trennarten　d．　UIltereinheiten；

　．47W妬4fo蜘∫var．孟8πz雄bZ∫z‘∫

　遅y少8が6㍑〃zθ1で6彦μ〃’

　魚君α∫伽∫ブ砂。η∫α‘∫

　Rz46κ∫θ闇α孟αθ9’ケb々～∠∫

　B8彦z‘」α8η7～．απガ

Begleiter：

　5・駕α9・癬9αz〃孤var．α5’α’加

　Gα伽〃呂んαηz渉5‘1鷹∫cz槻var．αα呵磁君・μ

　温8990弾e1ゴ∫coノη～θ6彦が傭

群落区分種

　ヒメノガリヤ，ス

下位群落区分種

　ヤマブキショウマ

　オトギリソウ

　フキ

　クマイチゴ

　ダケカンバ

随伴種

　アキノキリンソウ

　オオパノヨツバムグラ

　ミヤマワラビ

i5・4　　5・5　　5●5　　5。5i

i1・2　1。21　・　　・

1・2　十i　・　　・
　●　　　　。　；　3●3　　1●2．

　。　　・：　十　　十

　…　　　　　十　　十1

］L●2　　　→一　　　1●2　 十。2

十●2　　　十　　　2．3　　　。

　・　　十●2　　十　　十・2

出現1回の種　AuBerdem　je　einlnal　in　Lfd．　Nr．1：7享♂fπ9∫αのαノ～8／z∫おシラネニンジン十，3：Lz‘之πZα

　sp。スズメノヤリ属の一種十・2，　Cα6α♂fαα漉ノ～05砂♂of礁5カニコウモリ十，3α5α々μ1叩∫Zθz∫f5チシマザサ

　1・2，507’δκ∫60ノπノ漉鋭αナナカマド十，Trゆ忽りlg伽ノπプ8g巳θ腕クロヅル十，恥ぼ2’αηg8αρα漉α4α如ノ

　リウツギ十．

調査地　Lage　d．　Aufn．　l　Lfd。　Nr．！～4：StraBe£nna，　Stadt　Kuroiso黒磯市塩那道路．

　　31．　ヤマハハコ群落

　　　　ノ垂παρ苑α髭8拠αrgαrε舌αceαvar．απ9己ε8だor－Gese璽豆schaft（Tab・26）

　ヒメノガリヤス群落と類似した立地の植分としてヤマハハコ群落が生育する。ヤマハハコ群落

はヤマハハコによって区分される。ヒメノガリヤス群落よりも土砂が移動しやすい，より乾性な

立地に生育している。ヤマ・〉・コ群落はヤマハハコが優価するほか，フキ，ミヤマワラビ，アキ

ノキリンソウ，ヤマブキショウマ，クマイチゴ，ダケカンバ，ノリウツギなどの多年生草：本植物

や夏緑広葉樹の幼樹が生育している。ヤマハハコ群落は崩壊法面に塊状に群落を形成しており，
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　　　　　　　　　　　　　　　Tab．26　ヤマハハコ群落

　　　　　　　　　　Aη妙1～α廊刀～召7－gαr’オα68αvar．伽gκ∫彦∫o’一一Gesellschaft

Lfd．　Nr．（SA一）1　　　　　　　　　　　　　　　　　　通　　し　番　号

Feld－Nr．：　　　　　　　　　　　　　調査番号
Datum　d．　Aufn．（Sept．1982）1　　　　　　調査年月日

H6he廿Meer（m）；　　　　　　　　　海　抜　高

Exposition：　　 方位Neigung（。）：　　 傾斜Gr6Be　d．　Probefl翫he（m2）：　　　　　調査面積
H6he　d．　Vegetation（cm）：　　　　　　　　　　　植　　生　　高

Deckung　d．　Vegetation（％）；　　　　　　　　　　全　植　被　率

Artenzah1：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　現　種　数

Tennart　d．　Gesellschaft：

　・肋ψzα」∫∫〃～α1噌9αノ｝ゴ’αααvar．απgz‘∫孟ノ・”

Begleiter；

　鳥オα漉8∫ノ＠o／z’α益

　ノ劔わz‘∫ご1u如召9ヴbZ～z‘5

　卿z召990μ81廊ωノηzβo‘～」ノ∫

出現1回の種

群落区分種

　ヤマハハコ

随伴種

　フキ

　クマイチゴ

　ミヤマワラヒ

　1　　2　　3
　65　　60　　76

　25　　25　　26

1680　　！730　　！260

　E　NE　SE
　25　　25　　26

　2　　　1　　8

　60　　80　　60

　60　　95　　50

　6　　　7　　！2

｝4。5　　5・3　　3●31

十　　1・2　　十

÷　　1。2　　÷

十　　十・2　　・

　　　　　　AuBerdem　je　einmal　in　Lfd．　Nr．1：．8麗πZα召〃〃α〃ノ’ダケカンバ十，0ぼαZf∫αご砿05〃α

　コミヤマカタバミ＋，in　2：鈎訪’伽g伽ρα〃∫α‘如渉αノリウツギ十，乃wz～で∫ノ噂ψω漉αミネザクラ十，

　窺1zッ’ゼz‘〃り・漉050βノz58ヘビノネゴザ＋，　iH　3：50々4αgo切’月gαε〃℃αvar・α5～α”6αアキノキリンソウ！・2，

　ゑ3彦乃θ”エz〃～う。’4ゼvar．ωノ～g85’α】・リアシショウマ十・2，伽81噂～α〃πεノr㏄孟’‘〃’オトギリソウ十。2，五Z刀粥

プ7ノ班αヤシャブシ十・2，乃層α爵ηκ5Zα刀πgカ20∫αアオダモ十，エ3顔イ如gγo∬αヨグソミネバジ÷，　Aη捌α’5

　漉。ゴ‘z‘5var．♂ε1zz‘r⑳♂癬3ヤマブキショウマ十，α1『5’τ〃2’ノ～f”02z’ご～〃〃ナンプアザミ十，勘m揺81寛どθ〃拓

　Cμ♂碗αヤクシソウ十．

調査地　Lage　d．　Aufn．＝Lfd．　Nr．！～3；StroBe　Enna，　Stadt　Kuroiso黒磯市塩那道路．

ヒメノガリヤス群落がほぼカーペット状の拡がりをみせるのと対照的である。

　　32．　アカショウマーフキ群落

　　　　ノ藍sだ」δθfゐππbθrρ灘潜」pθ如8εεε8ノαpoπεc配8－Gesellschaft（Tab．27）

　崩壊地に先病的に生育する代表的な種としてフキがあげられる。フキはクマイチゴと同様に様

々な崩壊地生群落に生育しており，一つのまとまった群落単位として抽出することが難しい。ア

カショウマーフキ群落はヨモギ，サルナシ，アオダモ，コオゾリナ，アカショウマにより区分さ

れるフキ優占四分がまとめられている。アカショウマーフキ群落はヤクシソウ，フジウツギ，ウ

ド，タケニグサにより区分されるヤクシソウ下位群落とオヤマボクチ，タラノキ，ナンブアザミ，

クマイチゴ，オオバコなどで区：分されるタラノキ下位群落に区分される。しかし，そのほかには

特に常在度の高い種をもっておらず，今回植生調査された植分のうち，全ての植分に共通して生

育しているのはフキ，ヨモギのみである。オヤマボクチ，アキノキリンソウ，アオダモ，サルナ

シ，コウゾリナなどが生育している。出現回数は15～19種である。日回りのよい適湿な斜面を好

むようであるが，乾性斜面にもみられ，斜面の中腹から下部を中心に生育している。
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Spalte＝

Lfd．　Nr．：

Feld－Nr．；

　　　　　Tab．27　アカショウマーフキ群落
　　A∫認う6読z〃z66／9～ガー麗渉α∫卿5ブ砂07zガα‘∫・Gesellschaft

a：Untereinheit　von姦ノ毎κα’∫∫漉1漉α磁彦αヤクシソウー e位群落

b：Untereinheit　von／17’α♂’αθZα如タラノキ下位群落

Datum　d，　Aufn．（1982）：

恥he茸．　Meer（m）：

Exposition＝

Neigung　（。）：

Gr6Be　d．　Probefl益che：

H6he　d．　Vegetation（m）＝

Deckung　d．　Vegetation（％）＝

Artenzah1：

器羊　　落　　言己　　・号

通し番号
調査番号

調査年月建i

海　抜　三
方　　　　位

傾　　　　斜

調査面積
楠　生　三
三　被　率

出現種数
τrennarten　d．　Gesellschaft：

　A／4’θ〃3∫∫ガαρ1ゼノ～ご昭＞3

　五〇痂～∫漉αα1gzμα

　昂「α鋤ノ耀∫♂αノzz‘9カzo5α

　Pf6ノ旧おノ的り。ノ．zfごα

　A∫認加頑z〃めθノ9どノ

Trennarten　d．　Untereinheiten：

　％1一α∫記θノーガ5漉π〃α4αごα

　βτ‘44♂（ヴαノ妙。πゴごα

　A／u〃αご01－4αオα

　ハ4々6Z雌ツαωノ’ぬ孟α

　趣ノz～．〃躍z∬ρμπg6／z∫

　αノ’識〃πノzゴ”o／zf6z〃π

　A’一α〃α6zα‘α

　Rκ翫‘∫α’α如08’施盈‘5

　迎απ彦αgoα5如頁ごα

　▽ゴoZα9り少ooθ’僧α∫

　CαZα〃3α91禰。漉∫んα々。／z8π5∫∫

Begleiter：

　凸如5拡6∫ノ妙。／zガα‘5

　50Z泌9・油召照r8αvar．α5認∫αz

群落区分種

　ヨモギ

　サルナシ

　アオダモ

　コウゾリナ

　アカショウ’マ

下位群落区分種

　ヤクシソウ

　フジウツギ

　ウド

　タケニグサ

　オヤマボクチ

　ナンプアザミ

　タラノキ

　クマイチゴ

　オオバコ

　タチツボスミレ

　ヒメノガリヤス

随伴種

　フキ

　アキノキリンソウ

1・ib
　1

　S

　8

　8

　31

1120

NE
　40

4．5

　40

　60

　19

2　　3

S　　S
44　　41

9　　9

2　　2
1080

W
40

12

50

50

15

U80

SE
30

4

80

80

17

十

十・2

÷

！・2

÷

十

十

十

●

●

＋・2i

●

■

十

十

i1’2…・　　・

i1●1…’　●

　＋…・　　・
　十…一一∴．＿∵．．…

　●　：　1。2　　玉●玉：

　・　1　十　　玉・2

　・己　十　　！・1；

　・＝＋・2　＋1

　・己十・2　十i

　・：＋・2　÷；

　・　旨　十　　十：

4。4　　4。4　　4。4

1・2　　十　　　・

出現1回の種　AuBerdeln　le　einmahn　Lfd．　Nr。1：5肋た砂1z／u9〃～α⑳諭禰απg60’ゐ5イワガラミ　十・2，

　M厩‘θ鷹6如。ノ’∫8漉α百5イヌガソソク十，Acαη「瞬’ηθ18u8ウリハダカエデ＋，　Lッ5∫〃観。痂α‘♂θ酌ザ。ガ虚∫オ

　カトラノオ十，施の♪απαエρ∫6忽5ハリギリ十，Rzめπ∫ραZノ〃α旗5　var．α桝gρ1り，♂伽∫モミジイチゴ十，

5α♂㍑ゐ磁。バッコヤナギ，in　2：A5孟泌6伽η伽gガvar．　oωzg8∫‘αトリアシショウマ十・2，α加ψo一

　読～〃π8γα6∫♂8var・ノπμ屠6α配8ヤマトウバナ十，メV1耀∫弄’1”〃’αヤシャブシ十，　in　3，β06ゐ〃～βノβ∫α宴）∫6α‘α

　コアカソ十，恥少8ノ‘∫oμノπ87再θ碗イノπオi・ギリソウ十，＆吻如ア吻功。厩偲キノミナアキギリ÷，ノ1漉rαg81’厩。∫盈5

　var．加1層α8　f．　Zα‘oα7励榔シロヨメナ十，　Cαr薦sp．スゲ属の一種÷．

Lage　d．　Aufn．調査地：Lfd．　Nr．1－4：StraBe　Enna，　Stadt　Kurois・黒磯市塩那道路．
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　　　Fig．24　角礫の間に生育しているヤマハハコ群落（海抜1，680m）。

In　den　Spalte且des　anstehenden　Gesteins　wachst／1η妙1zα萬ノ〃αノ召αがオαぐ印var．αηgπ5孟for－

Gese1｝schaf亡（1，680m薮．　NN，　bei　Enna－Bergs亡raBe）．

　　33．　クルマバハゲマ群落

　　　　1p8r魂ノα　rεgj4πZα＿Geselischaft（Tab．28）

　塩那道路の海抜1，470mの地点でクルマバハグマ優占曝露が植生調査された。この植分はクル

マパバグマ，シオガマギクによりクルマバハグマ群落にまとめられた。クルマバハグマ群落は高

さ90c田，繋累率80％の塊状の植分で，上記の種のほか，クロヅル，ホウチャクソウ，｝リアシシ

ョウマ，コガネギク，イヌガンソクなどが生育している。立地はチシマザサーダケカンバ群落に

隣接した，中～大鷺の堆積した崩壊性急斜面である。このような崩壊地生のクルマバハグマの植

分はまだ報告されていない。

　　34．テンニンソウ群落

　　　　1’θπcose叩毒r配η葛ノαpoπεcπηε一Gesellsc難a£t（Tab．29）

　ジュウモンジシダーサワグルミ群集など湿生林の破壊跡地や谷状崩壊地の角礫崩積地にはテソ

ニンソウが高叢薄で被い，群落をつくっている。このテンニンソウ群落は，テンニソソウ，ナン

プアザミ，シロ摩糠ナ，ミヤマカンスゲ，ムカゴイラクサにより区分される。テンニンソウ群落

は谷沿いの空中湿度の高いところや，滲出水による水分の補給をたえず受けている湿生立地に生
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　　　　　　　　　　　　　　　Tab．28　クルマバハグマ群落

　　　　　　　　　　　　　　　　耗r孟ツα2層’9”漉4α一Gesellschaft

Feld－Nr・調査番号：S－36・R6he　U・Meer海抜高：1，470m，　Exposition　u．　Neigung方位・傾斜：S40・，

Gr6Be　d・Probeflache調査面積：6m2，　H6he　u・Deckung　d．　Krautschicht草本層の高さと植被率190cm，

80％，Artenzah1出現種数：10　spP．

Trennarten　d．　Gese］lschaft：

　　　　　　　　　　　群落区分種
　島1’をyα控g”読4α　　　　　クルマバハグマ

　乃読‘厩α1ゴ5ノで∫砂加α君α　シオガマギク

　7う密ノ蹉α1奮θ〃甲（4）α8α　　　ツマトリソウ

Begleiter＝　　　　　　随伴種

　1乃ψ妙㎎∫〃π塑9θ♂～～　　クロヅル

　Z）碑）oノ層μ1μ56∬漉　　　　ホウチャクソウ

5・4

！・2

十

1・2

A5孟～Z加伽ノ加ψvar．　c・ノzgθ伽

　　　　　　　　　　トジアシショウマ
3・〃ぬ9・窃79α・〃一8αvar．α∫磁’6α

　　　　　　　　　　アキノキリンソウ
Umbe】1iferae　sp．　　　セリ科の一種

M厩詑配。如。万θ漉認’∫　イヌガンソク

施蜘Wノ’〃ααご航var．ノ砂・ノz∫ε郡〃z

　　　　　　　　　　シュロソウ

1。2

1・！

十・2

十

十

調査地　Lage　d・Aufn・：StraBe　Enna，　Stadt　Kluroiso黒磯市塩鱒道路，調査年月日　Datum　d．　Aufn：1．

　Sept．1982．

回している。タニタデ，ミズタマソウ，ムカゴイラクサ，ニワトコ，ヤマアジサイなどサワグル

ミ林と共通する種が多い。

　テンニンソウ群落は3つの下位単位に区：分される。カメバヒキオコシ，シラネセンキュウ，キ

Fig．25湿性崩壊地・法面に生育するテンニンソウ群落（塩那道路1，560m）。

Auf　dem　feuchten　Rutchhang　wachst　die　d玉chte　L8～κo∫6ψ朗〃刀ノ妙。η～α〃ノ’一Gesellschaft

（1，560m　U．　NN，　an　der　EnnaBergstraBe）．
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オソ，オオカニコウモリにより区分されるカメバヒキオコシ下位群落は，上部から森林土壌の供

給を受ける湿性法面下部に生育している。特別の区分種のない典型下位群落は，サワグルミ林に

接した陰地に生育している。オシダ下位群落は日当りのよい道路法面に生育しており，オシダ，

クサコアカソ，ヤクシソウで下位区分される。

　　35．　アカソーオオヨモギ群集

　　　　Boehmerio－Arte磁童sie重um　職。鷺ta聡ae　M［圭yawakie重a｝．1968（7ab．30）

　アカソーオオヨモギ群集は高さ1．2mの高茎草本植物群落である。海抜1，270mの地点から植

生調査資料が得られた。密度5で優敵するオオヨモギとクガイソウ，アマニュウにより区分され

る。路肩の崩壊性急斜面であるが，礫の少ない南桑地に生育している。テソニンソウ，ヤマブキ

ショウマ，フキ，トリアシショウマ，クマイチゴ，ヒメノガリヤスなど他の崩壊地草本植生との

共通種が多い。

　アカソーオオヨモギ群集は多寄地の雪崩斜面や崩壊地などに生育する裏日本の高茎草本植物群

落である。オオイタドリ，アカソ，ヤマヨモギ，オニシモツケ，クロバナヒキオコシなどを混生

することが多いが，今回植生調査された油分ではそれらの種はみられず，アカソーオォヨモギ群

集としては断片的な細分といえる。

　　36．　ヒトツバヨモギ群落

　　　　ノまr‘eηε∫sfα　配。πqpゐ〃πα脚G｝esel塁schaft　（Tab．30）

　男鹿岳の海抜1，610m，1，650m地点で，ヒトツバヨモギ群落が植生調査された。ヒトツバヨ

モギ群落はオオバノヨツバムグラ，タニギキョウ，オトギリソウによって区：分される。高さ1，

！。1mのヒトツバヨモギが優占する高茎草本植物群落である。法面下部の小凹状地に，小礫を多

く含んだやや湿性な崩積土に生育している。

　ヒトツバヨモギはコヶモモートウヒクラス域の雪田周辺や凹状地に生育する大形多毛草原の構

成種であるが，ヒトツバヨモギ群落はニシキウツギ，クマイチゴ，オトギリソウ，フキ，ヤマブ

キシ。ウマ，ヒメノガリヤスなど崩壊地生の種が多い。したがってブナクラス域の崩壊地・多雪

地の草本植生であるオニシモツケー肩口ヨモギラスに帰属される。

　e．林縁生草本植物群落Saumgese霊lschaft

　　37．　ヒゴクサ一回ナタデ群落

　　　　Cα7θκ．ノαPoπεcα御PoZ〃goπ配〃a汐。た㏄8αεαπ拠’π・Gesellscha£t　（Tab，3重）

　ヒゴクサーハナタデ群落は高さ5Ccmのハナタデが優占する路傍雑草群落である。ハナタデ，ヒ

ゴクサ，ヒカゲイノコヅチ，ハキダメギク，キバナガンクビソウ，ギシギシ，ヘビイチゴによっ

て区分される。ヒゴクサーハナタデ群落はクリーコナラ群集の樹冠により半陰地となった適潤立
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　　　　　Tab．30　アカソー野田ヨモギ群集およびヒトツバヨモギ群落
Boehmerio－Artemisietum　montanae　und／1ノー‘8〃涯5∫α〃zo刀｛ψ1げ〃α一Gesellschaft

　　1：Boehmerio－Artemisietum　montanaeアカソーオ高唱モギ群集
　　2：A吻〃’f∫fα〃30π砂1zツZZα・GeseUschaftヒi・ツバヨモギ群落

Spalte：

Lfd．　Nr．；

Feld．Nr．：

Datum　d．　Aufn．：

H6he銭．　Meer（皿）二

Exposition：

Neigung　（O）：

G■6Be　d．　Pmbef1益che（m2）：

H6he　d．　K：rautsch玉cht（m）l

Deckung（L　Krautschicht（％）：

Artenzah1：

群落記号
通し番号
調査番号

調査年月欝

海　抜　入
方　　　　位

傾　　　　斜

調査薇積
草本層の高さ
草本層の植被率

出現便数
Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．＝

　五1・’6〃zf∫∫α〃，0／Z置αノZα

　▽セノ・0／ZがCα5’7一κ〃35ガ∂か’α〃ノ，

　丑π96〃‘αθ4㍑zガ5

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　五7用オ8〃凄ガ5如ノノzo／z砂乃てゾZα

　Gα伽ノ漁αノ脇0加’∫α〃πvar．αα吻b痂・〃～．

　％’8・αψα6αザノz・∫4var，ごカ・6α8・娩5

　坊ψ8がα〃μ81噂θぐ薦ノπ

Sonstige　Arten＝

　五加ZCπ5漉’砒π5　var．オ8・ψ伽5

　恥如∫漉5ブ砂。πfα‘5

　Rπ伽∫‘ノ’鷹αθ9．ゲb♂ガz‘5

fαごαη‘α91℃∫ごf∫脈ω罪召π∫置∫

　Cα1’薦4∂Z緬・伽6妙αvar．　g勧θ’一r加α

　3・♂漁9・面9α鷹αvar．α∫磁・α

　P11θ9曜618ゴ5c・期εc殖5

　窺・z5♂ガα8α㏄θ1加伽var．5zめ砂0ぬ

　翫∠98Zα13α‘∫6／z5ガ∫

　A∫彦∬bθ伽7めθr9鉱var．　cOη9臨α

群集漂徴種および区分種

　オオヨモギ

　クガイソウ

　アマニュウ

群落区分種

　ヒトツバヨモギ

　押目バノヨツバムグラ

　タニギキョウ

　オトギリソウ

その他の種

　ヤマブキショゥマ　　　　皇．

　フキ　　　　　　　　　、

　クマイチゴ

　ヒメノガリヤス、　1．

　ミヤマカンスゲ

　アキノキリンソウP

　ミヤマワラビ

　オクモミジバグマ

　タニウツギ

　トリアシショウマ

国 2

　1　　2　　3

SA　SS　SA
　79　　12　　4
，82　　，83　　，82

　9　　9　　9
　26　　4　　31

1270　　1610　　1650

　E　SE　SE
　80　　25　　35

　9　　9　　4
1．2　1，1　　1

　90　　90　　80

　17　　20　　19

5・5

1・2

十・2

o　　　　　　・

o　　　　　　o

●　　　　　　　o

● 5。5　5・5

十・2　十・2

十　　牽・2

十。2　十・2

十・2

十・2

十。2

十

。

●

●

●

十

！・2

！・2

÷・2

●

2・2

十・2

十

十・2

十・2

十

十

十

2・3

1・2

÷

十・2

2。2

●

出現1回の種　AuBerde皿le　einmal　in　Lfd．　Nr．！：L8鷹。∫‘砂〃’！‘〃り妙02～∫α〃～zテンニンソウ1。2，α7－5∫一

　㍑〃zπ吻。／z∫α〃3ナンブアザミ十・2，丑5オ67¶αg〃碗。∫4θ5var・んαノ帽α6　f・」6zκαπ躍z‘5シロヨメナ十・2，み68r

　擁α旧α漉1臨溺コミネカエデ十，5ッ，灘撫s♪襯g6那オヤマボクチ十，既馨ε如dθco，』αニシキウツギ1・1，
　Ro㎏α［5∫αρoゆ妙”αヤグルマソウ十，：乃’∫6y’∫5φ勿∫5ヤマジノホトトギス十，　in　2：αz1”6」じプb♂fo－

　5ガ∬加αオクノカソスゲ2・2，α加（ψ06加μg74αdJθvar・ノ1観♂’此αμZ8ヤマトウバナー・1，　Co／zfo∫8Z初π〃’

ガ’眈加π1μミヤマセンキュウ1。2，」蜘61¶f∫漉漉α如ニガナ÷・2，！肋g81廊α少κ加∫c8η∫シシウド十，窟8‘渉

　プαノz〃zμ5彦ガ6ん06α厚）z‘∫クロバナヒキオコシ十，　Tlz6Z醒）顔『溜9μ8砂α81’オωz5f5オオバショリマ十，　in　3：

　αf7砂。伽η凄痂‘プα7z’hz‘1／3イヌトウバナ2・2，　Bθ伽♂α81’〃3αノ漉ダケカンバ十・2，＆892zog1幽α〃〃澱ρ儂。ガ

　SSP・7π”ゼ∬’1παミゾシダ十，ル傭απ蔽ε〃臨2π4∫♂αオαオz〃ノzマイヅルソウ十，ノ1疏y∫3〃丑加磁飯ヤマイヌ

　ワラビ十，過彦妙ゴπノμッ。々05‘8π5θヘビノネゴザ十．

調査地　Lage　d．　Aufn．；Lfd．　Nr．1－3：Stra8e　Enna，　Stadt　Kuroiso黒磯市塩那道路．
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　　　　　　　　　　　　　　Tab．31　ヒゴクサーハナタデ群落
　　　　　　　　　　　σαγ8』じブ砂。η∫cα．∫ro’ッg・o擢〃πッ。舷5α∫α7zμ’ノレGeselischaft

Feld－Nr．調査番号：SA－74，　Hδheα．　Meer海抜高；5701n，　Nelgung傾斜＝L，　Gr6βe　d．　Probef1翫he

調査三三；6m2，　H6he　u．　Deckung　d．　Strauchschicht草本層の高さと植被率；50cm，95％，　Artenzah1

出一見種数：　19SPP．

Trennarten　d．　GeseUschat：

　　　　　　　　　　群落区分種
　乃砂go／zz〃πツ。んz4∫αゴαノ～π〃z

　　　　　　　　　　　ハナタァ
　Cαノ砿ノ（ψ01漉α　　　ヒゴクサ

　A61zツブαη酌θ∫ブ砂。冠。α　ヒカゲイノコヅチ

　Gα痴2Z∫ogα6f厚α彦α　　　ハキタ“メギク

　cαψ8伽ηz4加αγ～‘α’～〃π

　　　　　　　　　　　キバナガンクビソウ

　R〃溜露ノ妙0πた鋸　　　ギシギシ

　D鰐加5η8αcんツ∫α窺1協ヘビイチゴ

Artend，ArteInisietea　princip玉sl

　　　　　　　　　ヨモギクラスの種
乃滋αノπoπgη～加　　 アオミズ

Rαηz〃zα幽∫9κ吻忽’8η5∫5var．　g勧8r

　　　　　　　　　　キツネノボタン

4・4

2・2

1・2

十・2

十

十

十

2・3

1・2

CO〃～～〃4～ノZ‘Zω〃露ノ〃〃～～5

Aπ6ノ〃ゴ∫∫α♪1ゴηcゆ∫

ツユクサ

ヨモギ

五α4ご。∫c8μ摺〃り妙。ノ～fα〃π

Beg］eiter＝

　テンニソソウ

随伴種

Po如go／z配〃凄疏～〃めθノ窟f

ミソソバ

0卿5〃～θノz～己52〃勲・Zα雄bZ酪Yar．ブ妙・ノz～ぐ～’∫

＆襯〃αヂ～69痂如

παπ診αgoα∫∫癬ごα

απ切加μ〃1z‘ノzろθ’層9’∫

Mo5Zαρz〃z改‘Zα’α

君πん’礁。π1zゆ勲4∫

コチヂミザサ

ミドリハコベ

オオバコ

ゲソノショウコ

イヌコウジュ

コブナグサ

十・2

十

十

2・3

1・2

十・2

十

十

十

十

調査地（調査年月日）Lage　d．　Aufn．（Datum　d．　Aufn．）：Oami，　Shiobara－machi，　Shioya－gun塩谷郡塩原

町大網（25．Sept4982），

地に生育している。休憩用に利用されている駐車場であるため，ゴミの投棄がみられ，富栄養な

立地となっている。ほかに，アオミズ，キツネノボタン，ツユクサ，ヨモギ，テソこソソウなど

のヨモギクラスの種や，ミゾソバ，コチヂミザサ，オオバコ，ゲンノショウコなどが生育してい

る。ヒゴクサーハナタデ群落はマント群落的なツツジ植栽の縁辺に生育しており，ソデ群落とし

ての役割を果している。

　f．　二次草原Sekund翫wiese範

　　38．アズマネザザーススキ群集およびメドハギーススキ群落

　　　　Arunδ隻nario　ckino－Misca且thetum　s三nensisMiyawaki　1970u・1ンθ母）α宏θzα

　　　　c配πeαεα圏1涜8cαπ彦ん祝s　8επθπsεs－Gesellscha£t（Tab。32）

　ブナクラス二三～下部の路傍や空地にはススキ優占二分が広がっている。わが国のススキ草原

は火入れや放牧などにより維持されているが，これらの植分はいずれも遷移途上にある二次草原

である。種組成の違いから，アズマネザサーススキ群集メドハギーススキ群落に区分された。

　アズマネザサーススキ群集はアズマネザサ，ゲンノショウコ，ナワシロイチゴ，ネコハギ，ミ

ツバツチグリなどススキクラスの種群によりまとめられる。木ノ俣林道沿いの造成された空地に

生育しており，比較的安定した立地である。アズマネザサーススキ群集は遷移の進行に伴って，
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忌’

一議

轟寮鯵・

　　　　『靱　；議論ゴ・．

　　難欝謙譲

繊繊
慧嚢

蟹回忌

聴櫻蓼山霧
晶晶麟鑛

馨繋

　　　　霧

　　　　　　Fig，26　メギハギーススキ群落の秋の季観（言詞道路，海抜800m）。

　　　Herbstaspekt　der　Lθψ84θ2αα〃z8α孟α一M∫5ごαノπんz‘∫∫1π81z諺∫一GeseUschaft（800m　u．　NN，　bei

　　　Enna－BergstraBe）．

ニシキウツギを主体とした植分を経てクリーコナラ群集に移行するものと考えられる。これに対

し，メドハギーススキ群落は礫の多い法面下部や路肩など不安定な立地に生育しており，フキ，

クマイチゴ，フジウツギ，ミヤマニガイチゴなど崩壊地生の種が多い。立地の安定化に伴ってニ

シキウツギ優占群落や適潤立地ではクサギ，ヌルデ，アカメガシワなどから構成されるクサ隅一

アカメガシワ群団の植分に移行するものと考えられる。アズマネザサーススキ群集，メドハギー

ススキ群落ともにトダシパーススキ群団，ススキオーダー，ススキクラスに帰属される。

　9。路上草本群落Tr董就gesellschaften

　　39。カワラスゲー騒騒バコ群集およびクサイ群落

　　　　Ca嶽ci　incisae・Pla凝もagi狼eもum　asiaticae望x．1977und∬ππω8

　　　　fεππεs脚Gesellsc蓋aft　Tab．33，34）

　路上の踏圧を受けている立地に生育している代表的な種にオオバコ，クサイがあげられる。オ

オバコ，クサイはヤブツバキクラス域からブナクラス域上部，ときにはコケモモートウヒクラス

域まで難聴群落に広く生育している。また，オオバコは自然状態においては河辺冠水草原にも生

育している。

　壌那道路の踏跡群落は，オオバコ優占植分がカワラスゲーオオバコ群集に，クサイ優占植分が
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　　　　　　　　　　　　　Tab．33　カワラスゲーオォバコ群集

　　　　　　　　　　Carici　incisae－Plantaginetum　asiaticae
Feld・Nr．調査番号：S－49，　R6he廿．　Meer海抜高：860m，　Nelgung傾斜：L，　GrδBe　d．　Probefユ説he調

査面積：2．8m2，　H6he　u．　Deckung　d．　Krautschich亡草本層の高さと植被率：30cm，70％，　Artenzah1出現

種数＝8SPP．

Kennart　d．　Ass．；　　群集標微種

　Cα’で認∫π6総α　　　　　カワラスゲ

Arten　d．　P工antaginetalia　asiaticae：

　　　　　　　　　オオバコオーダーの種
迎4漉β90β5如’必α　　オオ／ミコ

Eプα91ρo∫彦∫∫プ診1γ～｛9∫ノ～θα

　　　　　　　　　　カゼクサ

十・2

4・4

！・2

　D磐露α万α窃。伽∫ご飢∫　アキメヒシバ　　　　1・2

　Pbααノη躍α　　　　　　　　スズメノカタビラ　　　十・2

Begle量亡er：　　　　　　随伴種

　盈5加侃αη〃z漉παcθα　オニウシノケグサ　　　1・1

　ん琵〃此頃ρ”魏‘砂∫　　ヨモギ　　　　　　　十

　エ3認8π5プ｝鞠。π40∫α　　　アメリカセンダングサ　十

調査地　Lage　d．　Aufn．：Straβe　Enna，　Stadt　Kuro三so黒磯市塩那道路，　Datuln　d．　Aufn．調査年月日：3．

　Sept．1982。

　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab，34　クサイ群落

　　　　　　　　　　　　　　　　Jl〃～α｛∫孟θπ厩∫一Gesellschaft

Feld－Nr．調査番号；S－27，　H6he慧．　Meer海抜高；1，700阻，　Nelgung傾斜：L，　Grδβe　d．　Probefi説he調

査面積：2m2，　H6he　u．　Deckung　d．　Krauむschicht草本層の高さと出血率；20cm，40％，　Artenzah1出現回

数6SPP，

Tennart　d．　Gesellschaft：

　　　　　　　　　　群落区分種

　諏πα∬砂磁5　　　　クサイ

Beglei亡er：　　　　随伴種

　砺汐8’ゴα〃乃び8C彦酬ノじ　ナトギリソウ

3・3

十・2

砲翻硲ブ妙。πぬ∫　フキ

髭5伽Cσαη躍（伽α66α　オニウシノケグサ

3・♂蜘9・癬9副r6αvar．α5∫磁。α

　　　　　　　　　　アキノキリンソウ

5催∬乙〃孤sp，　　　　トウヒレソ属の一種

十

十

十

十

調査地　Lage（L　Aufn：Str薦e　Enna，　Fuliwara－machi，　Shioya－gun塩谷郡藤原町塩那道路，　Datum　d．

　Aufn．調査年月日：1．　Sept．1982．

クサイ群落にまとめられた。カワラスゲーオオバコ群集は海抜860mの地点で植生調査資料が得

られた。優捺しているオオバコのほか，カゼクサ，カワラスゲ，スズメノカタビラ，アキメヒシ

バによって標野，区分される。カワラスゲーオオバコ群集は掌圧の影響が激しくなると裸地とな

る。立地は六斎性で小指が混入している。

　クサイ群落は海抜！，700m地点のコケモモートウヒクラス域から植生調査資料が得られた。立

地はカワラスゲーオオバコ群集と同様林道の路上であるが，礫が多く混入している。クサイ群落

はクサイにより区分されるが，クサイのほか踏跡植生に結びつく種はみられない。ほかにオトギ

リソウ，フキ，アキノキリンソウ，ヤハズヒゴタイ，オニウジノケグサが生育している。クサイ

群落はブナクラス域を中心に生育する踏跡群落である，クサイーミノボロスゲ群集の種組成的に

貧化した断片的な植分と考えられる。
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　h．植　林Fo珀ten

　　40．　カラマツ植林

　　　　・乙αrεκκαθ磁pfθrε一Foτst　（【膠a蓋｝・35）

　塩原側の海抜900～／，300m付近には落葉針葉樹のカラマツが植林されている。カラマツは立地

条件の悪い所でもよく生長するため，かつては盛んに植林されていた。しかし，経済的価植が低

いために近年ではあまり植林されていいない。

　今回植生調査されたカラマツ植林は高さ8mの植分で生育状態はあまり良くない。維持管理形

　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．35　カラマツ植林

　　　　　　　　　　　　　　　　　五α鷹加6〃吻診ノゼーFors亡

Feld－Nr．調査番号：S－5，　H6he疑．　Meer海抜高＝1，100m，傾斜：L，　Gr6Be（1．　Probeflache調査面積＝

300m2，　H6he　u．　Deckung　d．　Baumschicht高木暦の高さと植被率：81n，60％，猛6he　u．　Deckung　d．　St－

rauchschicht低木層の高さと植被率：3m，20％，　H6he　u。　Deckung　d．　Krautschicht草本層の高さと植被

率＝1．2m，95％，　Artenzahl繊現下数：3g　spP・

Gepflanzte　Baumart＝　植栽樹種

　五αが露んα8那癖海　　　カラマツ

Artend．　Fagetea　crenatae；

　　　　　　　　　ブナクラスの種
E㍑0πツ〃臨5∫∫86認漉αη～45マユミ

Cαψ加鰐co1’4α如　　サワシバ

Eπoπ∠y1πz‘50∬砂んツ」’～‘5ツリバナ

PIZθZZO46π4プ0πω2耀’一｛ヲπ5e

　　　　　　　　　　キハダ
501力醐α伽ケb♂如　　　　アズキナシ

Pη胡榔伽θノ198擁αノzα　イヌザクラ

ノ1661’カαz〃z磁〃πvaLフノ鷹認〃臨1尋αθ

　　　　　　　　　　ヤマモミジ

K認oρ磁砿μc伽5　　ハリギリ

5α5α5伽απθπ5お　　　　クマイザサ

561廊αノZ41U　1闇砂απ4α　マツブサ

V必κrππ1πル7℃α如〃’　オオカメノキ

＆1露091z／rα9ノπα11ツ諭僧απ980∫4θ5

　　　　　　　　　　イワガラミ
A疏ッ7一∫z〃千切4α〃　　　ヤマイヌワラビ

乃ゼσlyノ’渉‘∫励πゴ5

3〃認αc加αノ＠07漉α　　ユキザサ

D砂oρ妙お♪o♂メ（吻∫　　ミヤマクマワラビ

P5θμ405彦θμαガαραZ∫6∠漉αηα

B4・4

S十・2

S　十

S　十

S　十

S　十

S　十

S　十

S　十

K5・5

K　十

K　十

ヤマジノホトトギスK

1（　十

1（十・2

　十
1（　十

K　十

　　　　　　　　　　　ヒゲネワチガイソウK：十

Artend．　Rosetea　multiflorae：
ノイバラクラスの種

C8如5〃一μ∫07・玩。配磁3‘5　ツルウメモドキ

琢41一αノzg6α／）α2z∫ご㍑♂αオαノリウツギ

＆砂んαηα7Z41’α加6’5α　コゴメウツギ

5α”のμ6κ55飽60♂4fαノZα　ニワトコ

　拓鹿∫o廓9・η厩αε　　　ヤマブドウ

　孟漉冠漉αα馨醜α　　サルナシ

　W8慰8伽46‘oノ”α　　　ニシキウツギ

　蹄晦46々）1耀∫5碗5㍑〃呂∫　バイカウツギ

　Gツπ05孟8〃〃παρθ2z‘砂11∠yπz〃π

　　　　　　　　　　　アマチャツル
　1万05CO昭α5ψ砂認0∂α　キクバドコロ

　M∂1瀦5う。〃めツ6お　　　ヤマグワ

　Aプα謀α8♂αオα　　　　　タラノキ

　R％諏∫C7「α如8gる疫）痂‘5　クマイチゴ

　Acがπ∫読αρo砂9αノπα　マタタビ

Sonstige　Arten：　　　その他の種

　Cαプ㈲sp。　　　　　スゲ属の一種

　メ1アqα左α（：oプ4砿ζz　　　　ウド

　GαZ珈1πかるあプびbプ〃’6　オククルマムグラ

　▽葦’o伽9r）ゲ）06θプα5　　タチツボスミレ

　αプ5珈ノπ擁迎）o痂‘κ〃呂　ナンブアザミ

　5♪z〃ゾ。ガ〃ψ魏8μασα砂。∠π4

　　　　　　　　　　．カ！ツメソウ
　Cαプ読απ47・ααZ彦θ1フノ疹b距α

　　　　　　　　　　　クサアジ．サイ

B　十

S　十

S2・2
S十・2

S十・2

K十・2

S十・2

S　十

S1・1

S　十

S

S

S

S

S

S

K2・3
K　十

K　十

K　十

K　十

K　十

調査地　Lage　d・Aufn．：StraBe　Enna，　Stadt　Kurolso黒磯市塩那道路，調査年月日Datum　d・Aufnahme：

　30．Aug．1982．8月30日。
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態は粗放的で，林床にシオバラザサが密生している。低木層，草本層にはマユミ，サワシバ，ツ

リバナ，アズキナシ，ヤマモミジ，オオカメノキ，イワガラミなどブナクラスの種群が生育して

いる。また，林冠がかなり疎開しており陽光がさしこむため，ツルウメモドキ，ノリウツギ，コ

ゴメウツギ，ニワトコ，ヤマブドウ，サルナシ，ニシキウツギなど林三生のマント群落構成種，

ノイバラクラスの二二が多く生育している。コカンスゲーブナ群落を潜在自然植生域とする立地

に植林されたカラマツ植林である。

　　41．スギ植林
　　　　Or鯉，o〃zθrεαノαpoπ∫‘α鳳Forst（望aわ．36）

　スギ植林は主として，中塩原や板室周辺にみられる。植生調査されたスギ植林は木ノ俣林道沿

いの植分である。スギは斜面下部や谷部の適潤地など水分条件の良い立地に植林されることが多

く，そのため林床の種組成は非常に豊富な植分が多い。この植分もスギの樹高は10mとあまり高

くないが，出現回数は75種と多い。河川沿いのテラス状地に植林されている。低木層にはクロモ

ジ，ヤマウルシ，ヤマモミジ，コハウチワカエデ，クマシデ，カスミザクラ，クリ，ヒトツバカ

エデ，アオダモ，イヌシデ，アプラツツジ，ミヤマガマズミなど多くのブナクラスの二三が生育

している。草本層にはイワガラミ，ツタウルシ，ミズナラ，コナラ，チゴユリなどブナクラスの

種群のほか，テソニンソウ，コチヂミザサ，トリアシショウマ，ノブドウ，ミツバツチグリ，キ

ンミズヒキ，シロヨメナなどが生育している。またミヤコザサも繁茂している。植栽されている

スギの厚い葉層のために，樹冠がうっ閉すると陽光が遮断され林内が暗くなる。その結果，陽生

の回縁植物よりも陰生植物である潜在自然植生の構成種が多く生育するようになる。したがって，

よく発達したスギ植林は潜在自然植生判定のよい手がかりとなる。このスギ植林はモミが高木層

にまで達していることや種組成，海抜高から推定して，クリーコナラ群集あるいはアブラツツジ

ーアカシデ群落を潜在自然植生とするものと考えられる。

　　42．　タマアジサイ群落（植栽）

　　　　丑〃伽απ9εαεπoo伽crαまα一Gesellschaft（Kultur）（Tab。37）

　木ノ俣林道にタマアジサイの生育がみられた。滲出水により常に水の供給がある石垣に植栽さ

れたもので，土壌の堆積はごく少ない。タマアジサイーフサザクラ群集に接している。このタマ

アジサイ群落は植栽されたタマアジサイが三度5で優占し，ジュウモンジシダ，ヤブデマリ，ニ

ワトコ，キヨタキシダ，ウリノキ，フサザクラなどサワグルミ林，ケヤキ林，フサザクラ林との

共通種が多い。タマアジサイ群落は回縁に植栽され，生育状態もよく，マント群落としての役割

を果している。
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　　Tab．37　タマアジサイ群落（植栽）

Hyゐ’侃g6αゼノπノoZ鷹’一α孟α一Gesellschaft（Klultur）

Lfd．　Nr．：

Feld唱Nr．：

H6he荘Meer（m）：

EXPGsiton：

Neigung　（Q）：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　V¢getation（％）；

Artenzahl＝

通　し　番　号

調　査　番　号

海

方

．傾

調

植

植

出

抜

査　面

　生

　被

現　種

高

位

斜

積

高

率

数

Geptlanzte　Art：

　琢ビ方α刀82α∫ノ即oZZ46ノ’α如

Sonstige　Arten：

5α∫αんz〃・π8η∫’5

乙θ配‘056砂〃瀦灘ブ妙0／2た〃μ

Pb乙y∫琵Cん〃η彦ノ幽ψ孟8’¶0ノ～

植栽種

　タマアジサイ

その他の種

　チシマザサ

　テンニンソウ

　ジュウモンジシダ

　1

　S

　52

640

NE
　85

　9
100

　90

　10

　2

SA
　49

640

NE
　25

　9

　60

！00

　14

5・5

1・2

1・2

十・2

5・5

！・2

十・2

　十

出現1回の種　AuBerdem　je　eimnal　in　Lfd．　Nr．1：τ調うκ1’π〃πρ〃。鷹〃μvar．オ。〃z8漉05～‘〃zヤブデマリ十，

　5α〃めん6μ∫∫細60♂読αノzαニワトコ1・1，Co7ッ伽∫∫∫660Z読αノzαツノハシバミ　十，　DψZα忽π〃33g照〃zな81月1〃μ

　キョタキシダ十，A〃ψ8♂砂∫掬∂紹ηψβ4κノz6認磁αノブドウ十，αノ漉。ψ屠α∫f〃．ψあ¢サラシナショウマ十，

　in　2：56αc1なy～〃一～‘∫抑’α8co露キブシ十，　A♂αノ孔9’～〃μμ磁αηケb厩〃z　var．〃¶∫♂06κ’ノ’ウジノキ十，3砂1』α必

ノ妙。ノ～加エゴノキ十，・45躍68彦ん襯68119∫∫var，　c伽gθ5’αトリアシショウマ十，　A〃姻漉‘〃3ツ。た。∬8／z58ヘ

　ビノネゴザ十，A61～y∫那〃3　co〃3∫Z∫∫ホソバシケシダ十，　Coノブzz‘5　co／z〃40η8r∫αミズキ十，　Dθ雄π如ぴ飢α如

　ウツギ十，Bo8んπθノ』彪彦1鳥～α砂ガ∫アカソ十，　E．ゆ観顔ρo砂⑳z函¶αフサザクラ十．

調査地　Lage　d．　Aufn．：Lfd．　Nr．1，2：Nishimatazawa，　Stadt　KluroisQ黒磯市西俣沢．

調査年月日　Datum　d・Aufn．：Lfd．　Nr・1，2：3・Sept・1982，



76

’驚鳳鱗
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巽譲灘

灘
Fig．27滲出水のある法面に植栽されたタマアジサイ（木ノ俣沢，海抜640m）。

　Auf　der　alten　feuchten　Steinmauer　gep且anzte　j硬yめα1～gθαfηηo伽‘プα如・Gesellschaft

（Kin・matazawa　640m荘・NN）


